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3月定例会
２／２６～３／２５

ฏ੒��೥౓ �会ܭผ༧ࢉ
会　　　計 予 算 額 平成27年度予算との比較

増 減 額 	増減率（%）
一　般　会　計 ��ԯ��00ສԁ �ԯ300ສԁ ��0ˋ

特
別
会
計

国民健康保険 ��ԯ��00ສԁ ���0ສԁ 0��ˋ
三郷山財産区 ���ສԁ ˛�3ສԁ ˛���ˋ
公共下水道事業 �ԯ���0ສԁ ˛3��0ສԁ ˛���ˋ
介　護　保　険 �3ԯ��0ສԁ 3�00ສԁ ���ˋ
後期高齢者医療 �ԯ���0ສԁ �330ສԁ ���ˋ
水道事業会計 ��ԯ����ສԁ 3ԯ3���ສԁ �0��ˋ
合　　　　　計 �3�ԯ�3��ສԁ �ԯ����ສԁ ���ˋ

ˎສԁະຬޒࣺ࢛ೖʢ˛ʹݮʣ

▽ 歳 入 内 訳 ▽歳出内訳（目的別）住民１人あたり
約44万円

（　）内の％は、一般会計の合計に占める割合
繰越金
3000万円（0.4％）
繰入金
4億4670万8千円（6.3％） 町債

3億4160万円（4.8％）
寄附金
3410万円（0.5％）
財産収入
1323万1千円
（0.2％）

国庫支出金
5億793万6千円
（7.1％）

府支出金
3億9007万8千円
（5.5％）

使用料及び手数料
9411万5千円
（1.3％）
分担金及び負担金
6843万4千円
（1.0%）

自動車取得税交付金
1126万6千円（0.1%）

地方特例交付金等
1179万3千円
（0.2%）

地方譲与税等
8895万8千円（1.3%）

地方消費税交付金
6億482万5千円（8.5%）

町税
43億218万7千円
（60.5％）

民生費
25億

5359万1千円
（35.9％）

議会費
1億2590万8千円

（1.8％）

衛生費
5億4562万2千円（7.7％）

労働費
360万1千円（0.1％）

商工費
2億923万7千円
（2.9％）

農林水産業費
1億2823万6千円（1.8％）

予備費
2500万円（0.3％）

公債費
4億1391万8千円（5.8％）

消防費
4億60万3千円
（5.6％）

教育費
9億6395万7千円
（13.6％）

総務費
10億6383万8千円

（15.0％）

土木費
6億7748万9千円
（9.5％）

諸収入
1億6576万9千円（2.3％）

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
は
︑
２
月
26
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

平
成
28
年
度
当
初
予
算
︑
平
成
27
年
度
補
正
予
算
︑
第
５
次
総
合
計
画

の
基
本
構
想
︑
行
政
不
服
審
査
法
全
面
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
︑
佐
山
地

区
の
建
築
物
の
高
さ
制
限
な
ど
を
定
め
る
た
め
の
条
例
改
正
︑
新
た
な
町

道
認
定
な
ど
︑
30
議
案
を
審
議
し
︑
い
ず
れ
も
可
決
と
な
り
ま
し
た
︒

平
成
28
年
度
予
算
は
︑
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
︑
５
日
間
に
わ
た

り
審
議
を
し
ま
し
た
︒

３
月
定
例
会
初
日
に
は
︑
町
長
の
施
政
方
針
演
説
が
︑
９
日
の
代
表
者

質
問
に
は
４
会
派
の
代
表
が
︑
10
日
の
一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
登

壇
し
︑
施
政
方
針
や
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
︒

採
決
の
一
覧
は
６
ペ
ー
ジ
︑
代
表
者
質
問
及
び
一
般
質
問
は
９
ペ
ー
ジ

か
ら
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒
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予
算
特
別
委
員
会

３
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
、
平
成

��
年
度
予
算
を
審
議
す
る
た
め
、
７
人

の
委
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会

（
委
員
長
＝
中
井
孝
紀
、
副
委
員
長
＝

総
括
審
査
〈
主
な
質
疑
〉

　̦

将
来
的
に
不
交
付
団
体
と
し
て
継

続
可
能
な
財
政
計
画
と
な
っ
て
い
る

の
か
︒

Ａ　
国
の
制
度
に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
、

行
政
改
革
の
手
法
な
ど
、
歳
入
不
足

改
善
に
む
け
て
課
題
は
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
第
５
次
総
合
計
画
の
土

地
利
用
計
画
な
ど
は
、
課
題
解
決
の

一
つ
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

松
本
義
裕
、
信
貴
惠
太
、
林
吉
一
、
中

野
ま
す
み
、
中
大
介
、
戸
川
和
子
）
を

設
置
し
ま
し
た
。

３
月
��
日
か
ら
��
日
の
間
で
部
局
別

審
査
、
�3
日
に
総
括
審
査
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ　
御
牧
地
域
か
ら
淀
へ
の
公
共
交
通

の
整
備
は
︒

Ａ　
事
業
者
と
協
議
を
し
て
い
く
。

Ｑ　
第
５
次
総
合
計
画
の
大
規
模
商
業

施
設
と
中
小
小
売
店
舗
の
共
存
と
は
︒

Ａ　
イ
オ
ン
を
核
と
し
つ
つ
、
高
齢
化

に
伴
い
必
要
性
の
増
す
徒
歩
圏
内
の

小
規
模
店
舗
が
共
存
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
東
西
軸
の
道
路
の
渋
滞
に
つ
い
て
、

町
の
対
応
は
︒

Ａ　

東
西
軸
を
強
化
す
る
バ
イ
パ
ス

道
路
の
整
備
を
府
へ
要
望
し
て
い

る
。
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
の
要
望

と
、
近
隣
市
町
と
の
課
題
整
理
を
お

こ
な
っ
て
い
く
。

Ｑ　
水
道
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、
町

長
の
思
い
は
︒

Ａ　
京
都
府
営
水
道
の
水
道
料
金
値
上

げ
に
対
し
、
府
へ
の
要
望
の
結
果
、

実
現
し
た
激
変
緩
和
措
置
を
、
町
独

自
で
１
年
延
長
す
る
た
め
実
施
す
る
。

■庁舎維持管理（冷温水発生
機オーバーホール等）

９２６７万円

■発達障害児早期発見（巡回
相談員）

７３万円

■グループホーム建設費補助
１０４２万円

■荒見苑（老人福祉センター）
エレベーター改修

１５６６万円

■妊産婦支援（訪問支援員派
遣／歯科健診）

１４７万円

■雨水貯留施設設置費補助
４５万円

■橋梁
りょう

長寿命化点検業務
９８０万円

■交通安全灯ＬＥＤ照明導入
調査　　　 　 　 ９１５万円

■のってこタクシー運行、バ
スカード助成など

２０４９万円

■高規格救急車更新
３５５０万円

■「（仮称）さやまこども園」
整備工事など

２億４９２７万円

■小学校パソコン教室機器更新
１７５６万円

■ゆうホール（ふれあい交流館）
自動ドア改修　　１８６万円

■町民プールテント増設設計・
流水プール連絡橋改修

３２０万円

˗ ฏ੒��೥౓Ұൠձܭͷओͳ৽نɾ֦ॆۀࣄ ˗

༧ࢉಛผҕ員ձͰͷ૯ׅ৹ࠪʢ�݄2�೔ʣ
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総
合
的
判
断
で
反
対
と
す
る
。

特
に
、
幼
稚
園
で
も
な
い
、
保
育

所
で
も
な
い
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
化
を
進
め
る
こ
と
。
中
小
企
業

振
興
条
例
の
策
定
時
期
が
未
定
で
あ

る
こ
と
。　

さ
ら
に
、
昨
年
��
月
末
に
、
の
っ

て
こ
バ
ス
廃
止
で
、
住
民
の
「
交
通

権
」を
奪
っ
た
。「
交
通
権
」を
保
障
し
、

住
民
の
声
を
反
映
し
た
、
御
牧
地
域

の
移
動
手
段
の
充
実
を
求
め
る
。

「
国
民
健
康
保
険
は
社
会
保
障
」

で
あ
る
観
点
か
ら
、
被
保
険
者
の
生

活
実
態
と
比
べ
て
も
「
払
え
な
い
保

険
税
額
」
で
あ
る
た
め
、「
払
え
る

額
」
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、

保
険
証
が
本
人
の
手
元
に
届
い
て
い

な
い
状
態
が
��
件
（
昨
年
末
）
あ
る

た
め
、
改
善
を
求
め
る
。

国
保
の
府
へ
の
広
域
化
を
中
止
し
、

安
心
し
て
受
診
で
き
る
制
度
に
す
る

こ
と
。

町
民
の
暮
ら
し
の
現
状
認
識
が
反

映
さ
れ
ず
、
住
民
生
活
の
向
上
・
地

域
再
生
に
向
け
た
計
画
が
見
ら
れ
な

い
。「公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

住
民
の
実
態
に
寄
り
添
っ
た
計
画
な

の
か
疑
問
が
残
る
。「
住
民
自
治
基

本
条
例
」
策
定
方
針
が
見
ら
れ
な
い
。

貧
困
の
格
差
拡
大
へ
の
手
立
て
が
見

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
国
保
の
広
域
化

計
画
は
認
め
ら
れ
な
い
。

�

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
破
綻た

ん

状
況
に

あ
る
。
自
治
体
の
運
営
も
厳
し
く
、

��
年
度
歳
入
は
厳
し
く
な
る
。
住
民

の
生
活
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
こ

と
、
そ
れ
に
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
実

行
、
特
に
公
共
交
通
網
の
整
備
充
実

「
人
が
行
き
交
う
」
が
極
め
て
重
要
で
、

町
内
外
と
の
ア
ク
セ
ス
を
高
め
る
こ

と
だ
。
そ
の
た
め
住

民
の
声
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
て
施
策
の

執
行
に
当
た
る
こ
と

を
求
め
る
。

久
御
山
町
版
総
合
戦
略
の
具
現
化

に
向
け
、
交
通
安
全
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
住
民
の
安
全
・
安
心
に
関
す

る
各
施
策
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

人
に
対
す
る
福
祉
施
策
、
保
育
・
教

育
に
関
す
る
整
備
事
業
な
ど
に
、
重

点
的
で
堅
実
な
予
算
編
成
を
さ
れ
て

い
る
。

予
算
可
決
後
は
、
健
全
で
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援
が
あ

り
、
４
年
連
続
の
値
上
げ
を
今
年
度

は
「
据
え
置
き
」
と
し
た
。

財
源
不
足
は
、
国
保
加
入
者
の
保

険
税
で
賄ま

か
な

う
の
が
本
来
で
あ
る
が
、

更
な
る
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
住
民

生
活
に
と
っ
て
、
大
変
厳
し
い
と
認

識
し
た
。

保
険
税
の
収
納
率
は
低
く
、
負
担

の
公
平
性
か
ら
し
て
も
、
よ
り
一
層

の
収
納
率
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。

総
合
計
画
の
性
質
上
、
一
応
賛
成

す
る
。

し
か
し
、
既
存
住
宅
が
あ
る
市
田

地
域
南
東
を
「
産
業
立
地
促
進
ゾ
ー

ン
」
に
定
め
な
が
ら
も
、
周
辺
の
住

環
境
に
配
慮
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
そ
の
南
を
「
新
住
街
区
促
進

ゾ
ー
ン
」
と
し
て
、
周
辺
と
調
和
し

た
住
宅
地
を
促
進
す
る
と
し
て
い
る

が
、
産
業
の
横
で
実
現
可
能
な
の
か
。

地
域
や
地
権
者
の
意
向
を
調
査
し
、

慎
重
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

藤ふ
じ

田た

玉た
ま

昭あ
き�

氏
（
��
歳
）
を
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年

で
す
。

「
住
民
自
治
熟
成
と
住
み
続
け
た

い
町
づ
く
り
」
基
本
構
想
が
５
年
�0

年
後
に
は
住
民
の
町
づ
く
り
バ
イ
ブ

ル
に
。

格
差
の
拡
大
と
少
子
高
齢
化
の
進

む
中
、
行
政
が
民
意
を
く
み
上
げ
受

け
止
め
て
発
展
さ
せ
る
に
は
、
第
四

次
総
計
を
し
っ
か
り
総
括
し
た
対
応

で
第
五
次
総
計
の
充
実
を
図
り
、
全

国
自
治
体
の
先
鞭
と
し
て
基
本
構
想

が
実
り
あ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。�
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◆
第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
定

め
る
こ
と

反
対
討
論　
　

巽　

悦
子
議
員

賛
成
討
論　
　

中
井
孝
紀
議
員

松
尾　

憲
議
員

　
　
　
　
　
【
賛
成
��
人
・
反
対
２
人
】

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
一

部
改
正�

�

【
全
員
賛
成
】

◆
職
員
定
数
条
例
及
び
実
費
弁
償
条
例

一
部
改
正	

	

【
全
員
賛
成
】

◆
町
税
条
例
一
部
改
正�

【
全
員
賛
成
】

◆
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
一
部
改
正

�
�

�

【
全
員
賛
成
】

　
◆
行
政
不
服
審
査
条
例
制
定

反
対
討
論　
　

巽　

悦
子
議
員

　
　
　
　
　
【
賛
成
��
人
・
反
対
２
人
】

　
◆
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
整
備

　
　
　
　
　
【
賛
成
��
人
・
反
対
２
人
】

◆
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
一
部
改

正
反
対
討
論　

�

中
野
ま
す
み
議
員

　
　
　
　
　
【
賛
成
��
人
・
反
対
２
人
】

◆
火
災
予
防
条
例
一
部
改
正　
　
　
　

　

�
�

�

【
全
員
賛
成
】

◆
佐
山
地
区
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け

る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
一

部
改
正

�
�

�

【
全
員
賛
成
】

◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
等
一
部
改
正

�
�

�

【
全
員
賛
成
】

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
一

部
改
正

�
�

�

【
全
員
賛
成
】

◆
一
般
会
計
予
算

反
対
討
論　
　

巽　

悦
子
議
員

賛
成
討
論　
　

岩
田
芳
一
議
員

松
尾　

憲
議
員

　
　
　
　
　
【
賛
成
��
人
・
反
対
２
人
】

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘

定
）
予
算

反
対
討
論　
　

巽　

悦
子
議
員

賛
成
討
論　
　

田
口
浩
嗣
議
員

　
　
　
　
　
【
賛
成
��
人
・
反
対
２
人
】

◆
三
郷
山
財
産
区
特
別
会
計
予
算　
　

　

�
�

�

【
全
員
賛
成
】

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算　

　
　
　

��
�

【
全
員
賛
成
】

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算　
　
　
　

　
　
　

��
�

【
全
員
賛
成
】

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論　

�

巽　

悦
子
議
員

　
　
　
　
　
【
賛
成
��
人
・
反
対
２
人
】

◆
水
道
事
業
会
計
予
算　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
【
賛
成
��
人
・
反
対
２
人
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）　�

�
�

�

【
全
員
賛
成
】

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
４
号
）�

【
全
員
賛
成
】

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
） �

�【
全
員
賛
成
】

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）�

�

【
全
員
賛
成
】

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）	�

【
全
員
賛
成
】

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）　　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

反
対
討
論　

中
野
ま
す
み
議
員

　
　
　
　
　
【
賛
成
�0
人
・
反
対
３
人
】

人
権
擁
護
委
員

藤
田
　
玉
昭
　
氏
ớ
࠶
೚
Ờ

ɾ
ฏ
੒
ùÿ
೥
౓
༧
ࢉ

ɾ
ฏ
੒
ùþ
೥
౓
ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
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議員໊

議Ҋ

信
貴
惠
太

松
本
義
裕

林　

吉
一

中
野
ま
す
み

松
尾　

憲

中　

大
介

田
口
浩
嗣

内
田
孝
司

岩
田
芳
一

中
井
孝
紀

戸
川
和
子

塚
本
五
三
藏

巽　

悦
子
݁Ռ

第̍߸ ฏ੒��೥度久御山町一ൠձ計༧ࢉ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

第２߸ ฏ੒��೥度久御山町ࠃຽ݈߁อݥಛผձ計ʢ事צۀఆʣ༧ࢉ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

第̒߸ ฏ੒��೥度久御山町ऀྸߴظޙҩྍಛผձ計༧ࢉ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

第̓߸ ฏ੒��೥度久御山町ਫ道事ۀձ計༧ࢉ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

第̔߸ 久御山町第５次総合計画のجຊߏ૝をఆΊる͜ͱについて ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

第̕߸ 久御山町ߦ੓ෆ෰৹ࠪ৚ྫ制ఆについて ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

第�0߸ ৚ྫ੔උについて܎に൐͏ؔߦ੓ෆ෰৹ࠪ๏の施ߦ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

第��߸ 久御山町ਓ事ߦ੓のӡӦ౳のঢ়گの公දにؔ͢る৚ྫٴͼ久御
山町৬員のۈ຿時間、ٳՋ౳にؔ͢る৚ྫ一෦վਖ਼について ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

第��߸ 久御山町議ձ議員のใुٴͼඅ༻หঈ౳にؔ͢る৚ྫ一෦վਖ਼
について ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մܾ

第��߸ 久御山町ৗۈのಛผ৬のڅ༩にؔ͢る৚ྫ一෦վਖ਼について ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ Մܾ

第30߸ ฏ੒��೥度久御山町一ൠձ計ิਖ਼༧ࢉʢ第５߸ʣ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ Մܾ

શ ٞ Ҋ ͷ ࠾ ܾ ݁ Ռશ ٞ Ҋ ͷ ࠾ ܾ ݁ Ռ

第̏߸ ฏ੒��೥度久御山町ڷࡾ山۠࢈ࡒಛผձ計༧ࢉ
第̐߸ ฏ੒��೥度久御山町公共下ਫ道事ۀಛผձ計༧ࢉ
第５߸ ฏ੒��೥度久御山町հޢอݥಛผձ計༧ࢉ
第��߸ 久御山町ݻఆ࢈ࢿධՁ৹ࠪҕ員ձ৚ྫ一෦վਖ਼について
第�3߸ 久御山町৬員ఆ数৚ྫٴͼ久御山町実අหঈ৚ྫ一෦վਖ਼について
第��߸ 久御山町৬員のڅ༩にؔ͢る৚ྫ一෦վਖ਼について
第��߸ 久御山町町੫৚ྫ一෦վਖ਼について
第��߸ 久御山町子Ͳもɾ子育てձ議৚ྫ一෦վਖ਼について
第��߸ 久御山町ࢦఆ地域ີணܕαーϏスの事ۀのਓ員、設උٴͼӡӦにؔ͢るج४をఆΊる৚ྫ౳一෦վਖ਼について
第�0߸ 久御山町ࠤ山地۠地۠計画۠域内に͓けるݐங෺の制限にؔ͢る৚ྫ一෦վਖ਼について
第��߸ 久御山町Րࡂ༧๷৚ྫ一෦վਖ਼について
第��߸ ฏ੒��೥度久御山町一ൠձ計ิਖ਼༧ࢉʢ第̐߸ʣ
第�3߸ ฏ੒��೥度久御山町ࠃຽ݈߁อݥಛผձ計ʢ事צۀఆʣิਖ਼༧ࢉʢ第̐߸ʣ
第��߸ ฏ੒��೥度久御山町公共下ਫ道事ۀಛผձ計ิਖ਼༧ࢉʢ第̏߸ʣ
第��߸ ฏ੒��೥度久御山町հޢอݥಛผձ計ิਖ਼༧ࢉʢ第̏߸ʣ
第��߸ ฏ੒��೥度久御山町ऀྸߴظޙҩྍಛผձ計ิਖ਼༧ࢉʢ第２߸ʣ
第��߸ ฏ੒��೥度久御山町ਫ道事ۀձ計ิਖ਼༧ࢉʢ第２߸ʣ
第��߸ 町道路ઢのೝఆについて
第��߸ 久御山町ফ๷ஂ員౳公຿ิ֐ࡂঈ৚ྫ一෦վਖ਼について

■全員賛成で可決した議案

■賛否が分かれた議案 ⣯ɹ˓ʹࢍ੒ɹʷʹ൓ରɹ＊ౡ議௕は、ࢍ൱ಉ਺Ҏ֎はܾ࠾にはՃわΓ·せΜ。
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子
育
て
支
援
で
新
た
に
増
え
た
部

分
は
。

　

地
域
型
保
育
事
業
等
が
増
え
る
。

　

教
育
委
員
会
と
重
な
る
部
分
は
あ

る
の
か
。

　

幼
保
一
体
化
の
推
進
等
が
重
な
る

こ
と
に
な
る
。

（
注
）
調
整
池
と
は
…
雨
水
を
一
時
的
に

貯
留
し
、
下
流
河
川
の
増
水
の
軽
減
を

目
的
に
設
置
す
る
施
設
の
こ
と
で
す
。�

例
え
ば
、
宅
地
な
ど
が
開
発
さ
れ
る

と
、
雨
水
が
地
中
に
浸
透
し
に
く
く
な

り
、
下
流
の
排
水
施
設
や
河
川
へ
の
流

出
量
が
増
加
し
、
洪
水
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
月
の
総
務
事
業
常
任
委
員
会
・
協
議
会
（
２
日
）

は
、﹁
佐
古
地
区
の
調
整
池
設
置
場
所
の
変
更
﹂
に
つ

い
て
、
ま
た
民
生
教
育
常
任
委
員
会
・
協
議
会
（
４
日
）

は
、﹁
子
育
て
支
援
課
の
新
設
﹂
に
つ
い
て
、
議
論
が

集
中
し
ま
し
た
︒

各
常
任
委
員
会
や
協
議
会
で
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
︒

委員会
レポート

佐
古
地
区
の
「
調
整
池
設

置
計
画
」
場
所
を
変
更

４
月
か
ら
町
役
場
１
階
に

「
子
育
て
支
援
課
」
が
誕
生

　

な
ぜ
調
整
池
の
設
置
場
所
を
変
更

し
た
の
か
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
指
定
場
所
だ
っ
た

が
、
十
分
な
確
認
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
。

　

第
二
園
庭
は
第
一
園
庭
に
比
べ
て

狭
い
と
思
う
が
、
容
量
５
０
０
ｔ
は

確
保
で
き
る
の
か
。

　

詳
細
設
計
を
進
め
て
い
る
が
、
で

き
る
だ
け
確
保
し
た
い
。

˙
ࠤ
ݹ
಺
԰
ෑ
ެ
Ԃ
಺
͔
Β
ỏ
͋
͍
͋

͍
ϗ
ー
ϧ
ớ
ொ
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
η
ϯ

λ
ー
Ờ
੢
ྡ
΁

˙
ຽ
ੜ
෦
ͷ
৽
՝
ผ
ࣄ
຿
෼
ঠ
ớ
Ҋ
Ờ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

一
期
目
議
員
大
い
に
語
る
！！

昨
年
４
月
の
初
当
選
か
ら
１
年
が
経
過
し
て
︙

信貴議員 松尾議員

中野議員 松本議員

林議員

予 告

ͱ
ɹ͖
̑
݄
̓
೔
ớ
౔
Ờ

ɹ
ɹ
ɹ
ޕ
ޙ
̓
࣌
Ỗ

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
̔
࣌
30
෼

会
৔ɹ
Ώ
͏
ϗ
ー
ϧ

ओ
ɹ࠵
ٱ
ޚ
ࢁ
ொ
ٞ
会

૯
຿
ࣄ
ۀ
ৗ
೚
ҕ
һ
ձ
ɾ
ڠ
ٞ
ձ�

ɾ
ɾ
ɾ
ɾ

ຽ
ੜ
ڭ
ҭ
ৗ
೚
ҕ
һ
ձ
ɾ
ڠ
ٞ
ձ�

ɾ
ɾ
ɾ
ɾ

ௐ੔஑༧ఆ஍ʢ͍͍͋͋ϗーϧ੢ྡʣ
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内　容：プラスチック製容器リサイクル
実施日：２月８日

民生教育常任委員会／閉会中の事務調査

内　容：「流れ橋（上津屋橋）」復旧工事
実施日：２月１日

総務事業常任委員会／閉会中の事務調査

ͷྲྀࣦ͸ۙ೥Ͱ͸̐ճ΋ڮ˙
　ত࿨28೥ʹݐઃ͞Ε্ͨ௡԰ڮ͸ɺߑ
ਫ࣌ʹྲྀΕग़すߏ଄Ͱɺ௨শʮྲྀΕڮʯ
ͱݺ͹Ε͍ͯΔɻ
　͜ͷڮ͸ɺ஍ݩͷਓʑͷར༻΍೔本ͷ
Βɺ͔࢟ΘͤΔ໦଄ͷ෩৘͋ΔࢥΛܠ෩ݪ
ςϨϏ΍࣌୅ܶͳͲͷࡱӨͰ࢖ΘΕ͍ͯ
Δɻ
ͷͨͼ͔͞ͳΔྲྀࣦ͸ɺۙޙͷՍઃڮ　
೥Ͱ͸̐೥࿈ଓͰ͋Δɻ

ԽڧͷԼ෦ΛҰ෦ίϯΫϦʔτͰڮ˙
શମΛ75DN͔͞ڮ͸ɺࣄ޻چճͷ෮ࠓ　
্͛͠ɺԼ෦ͷ一෦ΛίϯΫϦーτߏ଄
Խͱͨ͠ɻまͨɺ٭ڮ͸7͔ج�Β�0جʹ
Βͯ͠ྲྀ໦΍ྲྀࣦ෺͕ྲྀΕ΍す͍Α͏ݮ
෉ͨ͠ɻ޻ʹ

˙ॲཧೳྗ͸̍೔��ᶦ
　৓ೆӴੜ؅ཧ૊߹ͷϦαΠΫϧηϯλー
௕୩ࢁͷϓϥενοΫ੡༰ثแ૷ॲཧ৔
Λ๚໰͠ɺॲཧঢ়گͷௐࠪΛ͓͜ͳͬͨɻ
　ૈେ͝みɾෆ೩͝みॲཧͱϓϥενοΫ
੡༰ثแ૷ॲཧ͕ߦΘΕ͍ͯΔɻॲཧೳ
ྗ͸̍೔̑ؒ࣌Ͱ60ᶦɻબผػͰॏྔ෺
ͱܰྔ෺ʹ෼ผ͠ɺͦͷޙɺखۀ࡞Ͱબ
ผ͞Ε͍ͯΔɻϦαΠΫϧͰ͖Δʮదਖ਼ʯ
ͳ΋ͷ͸ɺׂ̒ఔ౓Ͱ͋Δɻ

ἔ
ྲྀ
Ε
ڮ
ἕྲྀ
ग़
͘
͍
ࢭ
Ί
Δ
޻
෉
͋
Γ

ἔ
ྲྀ
Ε
ڮ
ἕྲྀ
ग़
͘
͍
ࢭ
Ί
Δ
޻
෉
͋
Γ

खۀ࡞Ͱͷબผۀ࡞ʢҟ෺ࠞೖ͸ޮۀ࡞཰͕௿Լʣ

ʢԼʣอ؅͞ΕͨϓϥενοΫ੡༰ثแ૷੒ܗ඼

૊みཱͯΒΕͨͨ͛ڮ

٭ڮ͔ͨ͛͋͠͞

ϓϥενοΫ੡༰ث
ϦαΠΫϧͰ͖Δ΋ͷ͸ׂ̒ఔ౓
ϓϥενοΫ੡༰ث
ϦαΠΫϧͰ͖Δ΋ͷ͸ׂ̒ఔ౓

3月27日開通



͘み΍ま　議ձͩΑΓ　/P�1�2ʢ9ʣ

４
会
派
が
施
政
方
針
を
問
う

４
会
派
が
施
政
方
針
を
問
う

代表者質問
͘み΍まみΒ͍　　　　中　　େհ 議員 …　ø÷ページ

̍ɽまͪͮくりについて ２ɽ町のࡒߦ੓ܦӦについて

ެ໌ౘ議員ஂ　　　　　ށ઒　࿨ࢠ 議員 …　øøページ

̍ɽࡒ੓ӡӦについて
２ɽࠃ౔ڧਟ化地域計画策ఆの取り
組みについて

̏ɽ๷ࡂについて

྘　෩　ձ　　　　　　௩本ࡾޒ᤽ 議員 …　øùページ

̍ɽ町௕の੓࣏࢟੎について

೔本࢈ڞౘ議員ஂ　　　Ḷ　　ӻࢠ 議員 …　øúページ

̍ɽࠃのಈ向について
２ɽಇくͻͱのޏ༻ͱݖརについて

̏ɽҩྍɾ෱ࢱについて
̐ɽਫ道事ۀについて

˗ฏ੒��೥౓ɾ֤෼໺ͷॏ఺ࡦࢪʢࢪ੓方਑ΑΓʣ
１．地域ぐるみの安心・安全なまちづくりの整備
２．誰もがいきいきと暮らせる地域の充実
３．個々が羽ばたく良質な保育・教育の推進
４．効率的な地域公共交通の充実
５．魅力と個性にあふれる産業の推進

݄̏ఆྫձの୅දऀ質問は̕೔に͓͜なわΕ、̐ձ೿の議員͕町௕の
施੓ํ਑΍౰໘͢る町੓の՝୊について町௕の͑ߟをただしました。
質問ऀٴͼ質問項目は上هの通りで͢。また、質問ɾ౴หのཁࢫは�0
ʙ �3ϖーδにࡌܝしていま͢ので、͋わͤて͓ಡみくだ͞い。
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ࠓ
ޙ
ỏ
த
ԝ
ެ
ຽ
ؗ
ʹ
͸
ỏ
଱
਒
ิ

ڧ
΍
ݐ
ͯ
ସ
͑
ͳ
Ͳ
͍
ͣ
Ε
΋
ỏ
๲
େ

ͳ
අ
༻
͕
ඞ
ཁ
ͱ
ͳ
Δ
Ố

ϗ
ー
ϧ
ػ
ೳ
Λ
प
ล
ͷ
ࢢ
͕
ॴ
༗
͢

Δ
ࢢ
ຽ
会
ؗ
΍
จ
Խ
η
ϯ
λ
ー
Λ
ར
༻

͞
ͤ
ͯ
΋
Β
͏
ߟ
͑
͸
Ố

·
ͨ
ỏ
࿝
ਓ
෱
ࢱ
η
ϯ
λ
ー
ͳ
Ͳ
ͱ

ͷ
ෳ
߹
ࢪ
ઃ
ͱ
͢
Δ
ߟ
͑
͸
Ố

本
町
が
近
隣
と
比
較
し
て
、
他
の
町

村
に
は
な
い
よ
う
な
公
共
施
設
を
近
隣

市
並
み
に
保
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
全

て
の
施
設
に
運
営
・
維
持
管
理
経
費
が

発
生
す
る
と
と
も
に
、
経
年
の
施
設
の

老
朽
化
等
に
よ
り
、
改
修
・
修
繕
経
費

も
大
き
く
な
っ
て
く
る
。

数
年
の
う
ち
に
、
高
齢
者
対
策
と
し

て
行
政
需
要
に
合
っ
た
施
設
も
視
野
に

入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
上

で
、
福
祉
で
の
対
応
も
可
能
な
複
合
施

設
も
１
つ
の
案
。

中
央
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
財
政
状

況
等
も
勘
案
し
、
住
民
の
皆
様
に
も
意

見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
判
断
を
し
て

い
く
。

ݱ
ࡏ
ͷ
ே
༦
ͷ
෎
ಓ
Ӊ
࣏
ɾ
ཎ
ઢ
ͷ

ຫ
ੑ
త
ͳ
ौ
଺
ʹ
Ճ
͑
ỏ
͞
Β
ʹ
ौ
଺

͕
༧
૝
͞
Ε
Δ
த
ỏ
ொ
ͷ
౦
੢
࣠
ͱ
ͳ

Δ
Α
͏
ͳ
ಓ
࿏
ͷ
࣮
ݱ
ʹ
Ή
͚
ͯ
෎
΍

ࠃ
΁
ͷ
ಇ
͖
͔
͚
ͷ
ਐ
ḿ
ঢ়
گ
͸
Ố

東
西
軸
を
強
化
す
る
バ
イ
パ
ス
道
路

の
整
備
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
、
国
土
交
通
省
や
府
、
城
陽
市

へ
も
協
議
を
進
め
た
い
。

ප
Ӄ
։
ઃ
ʹ
൐
͍
ỏ
஍
ݩ
ߩ
ݙ
ʹ
ظ

଴
͢
Δ
ͱ
͜
Ζ
͸
Ố

小
児
科
や
産
婦
人
科
の
開
設
、
認
知

症
専
門
医
の
配
置
な
ど
に
つ
き
要
望
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

ࣗ
ॿ
౒
ྗ
Ͱ
44
೥
ؒ
ަ
෇
੫
ͷ
ෆ
ަ

෇
ஂ
ମ
Λ
ܧ
ଓ
͠
ͯ
͍
Δ
͕
ỏ
ؤ
ு
ỳ

ͯ
͍
Δ
ࣗ
࣏
ମ
͕
ใ
Θ
Ε
Δ
Α
͏
ỏ
෎

΍
ࠃ
ʹ
ੵ
ۃ
త
ʹ
ಇ
͖
͔
͚
Λ
͢
΂
͖

ͱ
ࢥ
͏
͕
ỏ
ொ
௕
ͷ
ߟ
͑
͸
Ố

こ
こ
数
年
の
交
付
税
制
度
に
つ
い
て

は
、
国
の
施
策
の
多
く
が
交
付
税
措
置

と
さ
れ
、
そ
の
財
源
の
確
保
と
し
て
地

方
税
改
正
に
よ
り
、
法
人
住
民
税
の
一

部
国
税
化
な
ど
、
不
交
付
団
体
に
と
っ

て
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

本
年
度
も
京
都
府
知
事
要
望
に
て
現

状
を
訴
え
て
き
た
が
、
不
交
付
団
体
は

府
内
で
本
町
し
か
な
く
、
全
国
で
も
�0

団
体
程
度
し
か
な
い
中
、
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
は
厳
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

引
き
続
き
国
や
府
に
粘
り
強
く
要
望

を
繰
り
返
し
、
現
状
を
訴
え
て
い
き
た

い
。

͘Έ΍·ΈΒ͍

代
表
者
質
問

中　　େհ　議員

中ԝެຽؗ

පӃ๺ଆʹ͋Δ෎ಓӉ࣏ɾཎઢ

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

ࡒ
政
ঢ়
گ
౳
΋
צ
Ҋ
͠
、

ҙ
ݟ
を
ฉ
͖
ͳ
が
Β
৻

ॏ
に
൑
அ
͢
る

A
த
ԝ
ެ
ຽ
館
の
ࠓ
ޙ
の
ల
๬
は

Q

ؔ
܎
ػ
ؔ
΁
ڠ
ٞ
を
進
め
る

A
Ԭ
ຊ
ه
೦
ප
Ӄ
։
ઃ
ʹ
൐
͏

࿈
ܞ
と
प
ล
஍
Ҭ
の
҆
શ
は

Q

ݫ
͠
͍
ঢ়
گ
が
ଓ
͍

ͯ
͍
る

A
ෆ
ަ
෇
ஂ
ମ
の
ܧ
ଓ
は

Q
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੺
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͠
ͯ
ỏ
ͦ
ͷ
੺
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ຒ
Ί
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ͨ
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ج
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ͷ
औ
Γ
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͠
΍
ỏ
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Ͱ
࿫
ỳ
ͯ

͍
Δ
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Ո
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Ͱ
ͨ
ͱ
͑
Δ
ͱ
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͸
आ

ۚ
Ͱ
ỏ
࣍
ੈ
୅
ͷ
ਓ
ͨ
ͪ
΁
ͷ
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୲
ͱ

ͳ
ỳ
ͯ
͍
͘
Ố

ࠓ
ޙ
ỏ
༧
૝
͞
Ε
Δ
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Ծ
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Ờ͞
΍

·
͜
Ͳ
΋
Ԃ
Ứ
΍
ٱ
ޚ
ࢁ
த
ֶ
ߍ
ͷ
ࣗ

ߍ
ࣜ
ͷ
څ
৯
ࢪ
ઃ
ỏ
·
ͨ
̞
̨
஋
ớ
଱

਒
ࢦ
ඪ
Ờ
ͷ
௿
͍
த
ԝ
ެ
ຽ
ؗ
ͳ
Ͳ
ỏ

ݐ
ઃ
΍
ݐ
ͯ
ସ
͑
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͹
ỏ

ى
࠴
͕
ඞ
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ͱ
ࢥ
͏
͕
ỏ
ݟ
௨
͠
͸
Ố

財
政
健
全
化
に
お
け
る
実
質
公
債
比

率
は
、
平
成
��
年
度
決
算
に
お
け
る
３

カ
年
平
均
���
％
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
��
％
を
超
え
る
と
起
債
の

発
行
は
国
や
府
の
許
可
が
必
要
に
な

り
、
��
％
を
超
え
る
と
独
自
事
業
の
起

債
が
制
限
さ
れ
る
。

今
は
、
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
る
の

で
、
起
債
を
借
り
事
業
を
実
施
し
て
も

心
配
す
る
状
況
で
は
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

災
害
発
生
時
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う

に
し
て
全
て
の
方
に
情
報
を
伝
え
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と

と
考
え
て
い
る
。

今
回
策
定
し
た
、
町
の
総
合
戦
略
で

は
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど
の
導

入
検
討
、
ま
た
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
活
用
し

た
緊
急
告
知
を
可
能
に
す
る
新
た
な
仕

組
み
づ
く
り
の
確
立
の
項
目
も
挙
げ
て

い
る
。

ど
の
よ
う
な
手
段
が
効
果
的
か
、
検

討
し
て
い
く
。

ࠃ
౔
ڧ
ਟ
Խ
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ࠓ
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Β
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ࡦ
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͢
΂
͖
Ͱ
͸
Ố

国
が
示
し
て
い
る
策
定
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
、
国
や
都
道
府
県
、
近
隣
市
町

村
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
と
調
和
を
保
ち
、
ま
た
地
元
組
織

や
地
域
住
民
、
経
済
団
体
や
民
間
事
業

者
の
取
り
組
み
な
ど
も
考
慮
の
上
、
策

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
京
都
府
や

近
隣
市
町
村
の
動
向
も
見
極
め
つ
つ
検

証
し
て
い
く
。
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Ͳ
ͷ
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ͷ
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ެ໌党議員団

代
表
者
質
問

議員　ࢠ઒　࿨ށ

�60౓ฉ͑͜Δ๷ࡂແઢεϐーΧー
ʢਆಸ઒ݝ༿ࢁொʣ

町　
長

町　
長

町　
長

質　
問

質　
問

質　
問
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ࢭ
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ຽ
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平
成
��
年
度
に
栄
２
丁
目
の
水
道
管

と
ガ
ス
管
の
取
り
替
え
と
舗
装
復
旧
を

行
う
予
定
だ
が
、
栄
本
通
り
商
店
街
前

の
歩
道
は
、
取
り
替
え
工
事
の
予
定
は

な
い
。

今
後
の
工
事
の
進
捗
状
況
を
見
な
が

ら
舗
装
復
旧
に
合
わ
せ
て
商
店
街
部
分

は
地
元
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
、
町
並

み
全
体
の
景
観
に
配
慮
し
検
討
す
る
。
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ࣇ
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ࣄ
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લ
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ਐ
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ࢣ
ෆ
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Ố

　
　
　

よ
う
や
く
本
年
２
月
中
旬
に
、
医
師

の
確
保
が
一
定
見
え
て
き
た
の
で
実
施

の
可
能
性
が
あ
る
と
の
回
答
を
得
た
。

町
か
ら
、
重
ね
て
「
地
域
貢
献
」
と

し
て
実
施
の
依
頼
を
し
て
い
る
。

病
院
か
ら
は
、
病
児
・
病
後
児
保
育

事
業
は
、
国
・
府
の
補
助
制
度
の
活
用

の
話
も
聞
い
て
お
り
、
今
後
、
地
元
病

院
で
の
実
施
に
向
け
、
費
用
面
や
開
設

時
期
と
実
施
内
容
な
ど
（
仮
称
）
岡
本

記
念
病
院
と
さ
ら
な
る
協
議
を
重
ね
る
。
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େ
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۠
ͷ
ࢢ
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Խ
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ࣄ
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ϐ
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Ố
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༻
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ਐ
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ʹ
ཱ
ͪ
ฦ
Γ
ỏ
஍
ݖ
ऀ
ͱ
΋
े

෼
ڠ
ٞ
͠
ỏ
ࠓ
ޙ
ỏ
౔
஍
ͷ
ར
׆
༻
ͷ

Ϗ
δ
ἀ
ϯ
Λ
࠶
֬
ೝ
͠
ỏ
ڊ
ֹ
ͷ
੫
ۚ

Λ
౤
ೖ
͠
ͨ
ࣄ
ۀ
Ͱ
͸
த
్
൒
୺
Ͱ
͋

Γ
ỏ
අ
༻
ର
ޮ
Ռ
ͷ
ݕ
ূ
Λ
Ố

ݱ
ࡏ
ͷ
੨
ఱ
ͷ
ற
ं
৔
Λ
ഇ
ࢭ
͠
ỏ

ϥ
ϯ
υ
Ϛ
ー
Ϋ
λ
ϫ
ー
త
ͳ
ߴ
૚
Ϛ
ϯ

γ
ἀ
ϯ
ݐ
ங
ͷ
ଅ
ਐ
Λ
ఏ
Ҋ
͢
Δ
Ố

஍
۠
ܭ
ը
ͷ
ม
ߋ
͸
೉
͠
͍
͕
ߴ
૚

Ϛ
ϯ
γ
ἀ
ϯ
ݐ
ங
ʹ
͸
ỏ
஍
۠
ܭ
ը
ͷ

ม
ߋ
Λ
ࢹ
໺
ʹ
ೖ
Ε
ỏ
ொ
௕
ࣗ
਎
ͷ
ओ

ಋ
Ͱ
औ
Γ
૊
Ή
ߟ
͑
͸
Ố

京
都
府
の
「
京
都
府
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
の
計
画
に
沿
う
土
地
利
用
で

あ
る
か
が
求
め
ら
れ
、
新
た
な
住
宅
建

築
が
可
能
と
な
る
土
地
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
は
、
京
都
府
と
の
慎
重
な
協
議

の
上
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。　
　

用
途
地
域
を
変
更
す
る
場
合
は
、
地

区
計
画
を
変
更
し
て
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

を
建
築
し
、
人
口
集
積
を
図
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
南
大
内
地
区
の
変
革
を
検
討
す

る
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性

や
よ
い
手
法
が
あ
る
か
、
今
後
、
鋭
意

調
査
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

੒ͨ͠ΠϯλーϩοΩϯά׬

質　
問

質　
問

質　
問

྘ɹ෩ɹձ
௩ຊࡾޒ᤽　議員

代
表
者
質
問

ொ
ฒ
Έ
ͱ
ܠ
؍
に
഑
ྀ
͠

ݕ
౼
͢
る

A
ௐ
࿨
の
と
Ε
ͨ
؀
ڥ
の

੔
උ
は

Q

අ
༻
໘
΍
։
ઃ
࣌
ظ
ͱ

಺
༰
は
ප
Ӄ
ͱ
ڠ
ٞ
͢
る

A
ප
ࣇ
ɾ
ප
ޙ
ࣇ
อ
ҭ
ࣄ
ۀ
は

ແ
ྉ
で
࣮
ࢪ
か

Q

Մ
ೳ
ੑ
΍
ྑ
͍
ख
๏
が
あ
る
͔

Ӷ
ҙ
ௐ
ࠪ
ݚ
ڀ
͠
ͨ
͍

A
ߴ
૚
Ϛ
ϯ
γ
ἀ
ϯ
ݐ
ங
は

ொ
௕
の
ओ
ಋ
で
͢
΂
き
ͩ

Q

町　
長

町　
長

町　
長
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ࠃ
ͷ
҆
อ
๏
੍
ớ
ઓ
૪
๏
Ờỏ
ؔ
ి

ߴ
඿
ݪ
ൃ
̏
߸
ػ
ɾ
̐
߸
ػ
ͷ
࠶
Ք
ಇ
ỏ

̩
̥
̥
େ
ے
߹
ҙ
ͳ
Ͳ
ỏ
ࠃ
ͷ
ಈ
޲
ʹ

ର
͢
Δ
ொ
௕
ͷ
ߟ
͑
͸
Ố

ฏ
੒
29
೥
౓
࣮
ࢪ
༧
ఆ
ͷ
հ
ޢ
อ
ݥ

૯
߹
ࣄ
ۀ
ʹ
ର
͢
Δ
ொ
௕
ͷ
ݟ
ղ
͸
Ố

全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
市
町
村

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
、
各
市
町
村

に
お
い
て
限
ら
れ
た
財
源
の
枠
の
中
で

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な

る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
が
、
高
齢

者
の
方
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
地
域

全
体
で
支
え
る
と
い
う
地
域
包
括
ケ
ア

安
全
保
障
法
制
は
、
３
要
件
を
守
る

よ
う
に
留
意
し
、
丁
寧
に
国
民
に
説
明

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

高
浜
原
発
は
、
安
全
性
を
確
保
し
て

稼
働
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
条
件
だ
が
、

現
時
点
で
の
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
は

い
た
し
方
な
い
と
考
え
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
昨
年
��
月
の
全
国
町
村

ֶ
ߍ
ਤ
ॻ
ؗ
୲
౰
৬
һ
Λ
ਖ਼
৬
һ
Ͱ

֤
ߍ
̍
໊
Λ
഑
ஔ
͢
Δ
͜
ͱ
ٴ
ͼ
ỏ
࣍

೥
౓
Ҏ
߱
ͷ
ब
ֶ
ԉ
ॿ
ج
४
ͷ
ߟ
͑
͸
Ố

長
大
会
で
、
農
林
水
産
業
が
深
刻
な
打

撃
を
与
え
る
懸
念
が
あ
る
と
し
た
特
別

決
議
を
お
こ
な
い
、
農
林
水
産
大
臣
に

決
議
内
容
の
実
現
を
要
請
し
て
い
る
。

本
町
も
、
国
、
府
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
団
体
等
へ
支
援
を
検
討
し
た
い
。

の
あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
場

合
に
、
地
域
に
合
っ
た
支
援
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
る
も

の
と
前
向
き
に
考
え
て
い
る
。

հ
ޢ
ใ
ु
Ҿ
͖
Լ
͛
ʹ
Α
Δ
Ө
ڹ
͸
Ố

事
業
所
の
運
営
へ
の
影
響
が
大
き
く
、

特
に
経
営
悪
化
に
伴
う
介
護
職
員
の
処

遇
、
そ
れ
に
よ
る
介
護
職
員
の
離
職
な

ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
が
懸

念
さ
れ
る
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
大

き
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

国
に
お
い
て
も
、
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
加
算
の
拡
充
な
ど
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

介
護
職
員
の
確
保
、
サ
ー
ビ
ス
供
給

体
制
の
充
実
は
、
本
町
だ
け
で
は
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
国
全
体
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。

望
ま
し
い
体
制
だ
が
、
教
育
施
策
全

体
を
考
え
て
臨
時
職
員
の
配
置
と
し
て

い
る
。
正
職
員
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

就
学
援
助
基
準
は
、
見
直
し
前
の
基

準
で
認
定
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
平
成

��
年
度
も
同
様
の
扱
い
と
す
る
予
定
だ
。

ன৯ޙͷஊসʢσΠαーϏεʣ

౦֯খֶߍਤॻࣨ

教
育
長

質　
問

質　
問

質　
問

日本共産党議員団

代
表
者
質
問

Ḷ　　ӻࢠ　議員

政
府
は
、丁
寧
に
国
民
に

説
明
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

A
҆
อ
๏
੍
の
ݟ
ղ
は

Q

α
ồ
Ϗ
ε
ͷ
௿
Լ
が

あ
ỳ
ͯ
は
ͳ
Β
ͳ
͍
ͱ
ߟ
͑
る

A
հ
ޢ
อ
ݥ
૯
߹
ࣄ
ۀ
ʹ

ͭ
い
ͯ
の
ொ
௕
の
ݟ
ղ
は

Q

町　
長

町　
長

町　
長

ྟ
࣌
৬
һ
ͱ
͠
、֤
ߍ
̍
໊
ͷ

ਖ਼
৬
һ
ͷ
഑
ஔ
は
ߟ
͑
ͯ
͍
ͳ
͍

A
学
校
図
書
館
担
当
職
員
を

正
職
員
と
し
、各
校
１
名

配
置
は
で
き
な
い
の
か

Q

質　
問
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３月１０日の一般質問では、６人の議員が当面する諸課題につい
て町政をただしました。質問者及び質問項目は下記の通りで
す。質問・答弁の要旨は１５～２０ページに掲載しています。

３月１０日の一般質問では、６人の議員が当面する諸課題につい
て町政をただしました。質問者及び質問項目は下記の通りで
す。質問・答弁の要旨は１５～２０ページに掲載しています。

一般質問一般質問

６議員が登壇　ここが聞きたい６議員が登壇　ここが聞きたい６議員が登壇　ここが聞きたい６議員が登壇　ここが聞きたい

松本　義裕 議員 …15ページ一括質問方式

一括質問方式

一問一答方式

質　問　者 （質 問 順）

①久御山中学校の学力向上に向けた対策について
②スポーツを通しての地域の活性化に向けた取り
組みについて

中井　孝紀 議員 …18ページ
①第５次総合計画について

信貴　惠太 議員 …16ページ一括質問方式

①公園施設の充実について
②交流促進アクションプランについて

松尾　　憲 議員 …19ページ

…17ページ …20ページ

①町の賑わい創生について
②子育て支援について

議員の質問時間の制限はない。質問回数は２回まで。

２回目からの質問は、一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。
ただし、議員の質問時間は30分以内。

＊次回の定例会は、表紙に掲載の日程で開催する予定です。
＊議会日程や傍聴の手続きなど詳細は、議会事務局にお問い合わせください。
＊議会事務局：075（631）9996、0774（45）0105

一問一答方式

林　　吉一 議員 一括質問方式

①安全で安心して生活できる住環境について

中野ますみ 議員
①地域公共交通の充実について
②道路の安全対策について

一括質問方式

一問一答方式



͘み΍ま　議ձͩΑΓ　/P�1�2ʢ15ʣ

ֶ
ྗ
޲
্
ʹ
޲
͚
ͯ
ٱ
ޚ
ࢁ
த
ֶ
ߍ

Ͱ
͸
ỏ
Ͳ
ͷ
Α
͏
ͳ
औ
Γ
૊
Έ
Λ
͠
ͯ

͍
Δ
ͷ
͔
Ố

生
徒
の
自
主
的
な
学
習
を
支
援
す
る

土
曜
塾
プ
ラ
ス
を
実
施
。

他
に
久
御
中
検
定
の
取
り
組
み
や
、

学
習
の
手
引
き
の
作
成
、
保
護
者
用
の

学
習
の
手
引
き
も
作
成
し
て
各
家
庭
に

配
布
し
て
い
る
。

中
１
振
り
返
り
学
習
「
ふ
り
ス
タ
」

や
中
２
学
力
ア
ッ
プ
集
中
講
座
な
ど
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
ベ
ク

ト
ル
を
合
わ
せ
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

ࢠ
ڙ
ୡ
΁
ͷ
ֶ
श
؀
ڥ
ͷ
อ
ো
͕
ୈ

Ұ
Ͱ
͋
Δ
͕
ỏ
ྑ
͍
؀
ڥ
ͮ
͘
Γ
ٴ
ͼ

औ
Γ
૊
Έ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
ߟ
͑

ͯ
͍
Δ
ͷ
͔
Ố

全
校
ベ
ル
着
点
検
を
実
施
し
た
こ
と

で
、
生
徒
の
時
間
を
守
る
意
識
と
い
う

も
の
が
高
ま
り
、
落
ち
つ
い
た
授
業
に

取
り
組
め
て
い
る
。

生
徒
指
導
の
機
能
を
生
か
し
た
指
導

や
取
り
組
み
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

生
徒
の
自
己
指
導
能
力
を
育
み
、
生
徒

の
精
神
的
な
安
定
か
ら
学
習
規
律
が
身

に
つ
き
、
さ
ら
な
る
学
習
意
欲
と
学
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

ٱ
ޚ
ࢁ
ߴ
ߍ
ͷ
α
ỽ
Χ
ー
෦
ỏ
݋
ಓ

෦
΍
ỏ
ٱ
ޚ
ࢁ
த
ֶ
ߍ
ͷ
݋
ಓ
෦
౳
ͷ

׆
༂
ỏ
·
ͨ
ϓ
ϩ
ε
ポ
ー
π
બ
ख
ͷ
ഐ

ग़
ʹ
Α
Γ
ٱ
ޚ
ࢁ
ொ
ͱ
͍
͏
ϒ
ϥ
ϯ
υ

͕
ỏ
ε
ポ
ー
π
Λ
௨
͡
ͯ
ỏ
શ
ࠃ
ʹ
ਁ

ಁ
͠
ͭ
ͭ
͋
Δ
Ố

ࢠ
ڙ
ୡ
ͷ
׆
༂
ʹ
৐
͡
ỏ
ຊ
ொ
ʹ
ڵ

ຯ
Λ
࣋
ỳ
ͯ
΋
Β
Θ
ͳ
͚
Ε
͹
ͳ
Β
ͳ

͍
͕
ỏ
Կ
͔
ର
ࡦ
͸
ߟ
͑
ͯ
͍
Δ
ͷ
͔
Ố

子
供
達
の
活
躍
に
よ
り
、
全
国
か
ら

多
数
の
団
体
が
本
町
に
来
ら
れ
る
大
会

も
あ
り
、
大
会
会
場
で
町
の
農
産
物
を

販
売
す
る
な
ど
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
る
。

ઃ
උ
ͷ
੔
ỳ
ͨ
݋
ಓ
৔
΍
α
ỽ
Χ
ー

৔
౳
ͷ
ݐ
ઃ
Λ
͓
͜
ͳ
͍
ỏ
ະ
དྷ
͋
Δ

ࢠ
ڙ
ͨ
ͪ
ͷ
α
ポ
ー
ト
Λ
͢
Δ
ඞ
ཁ
͕

͋
Δ
Ố
·
ͨ
ỏ
ӡ
ಈ
޿
৔
Λ
݉
Ͷ
උ
͑

ͨ
॓
ധ
ࢪ
ઃ
ͷ
ݐ
ઃ
Λ
͓
͜
ͳ
͑
͹
ỏ

߹
॓
΍
研
修
ʹ
΋
ར
༻
Ͱ
͖
Δ
Ốε
ポ
ー

π
Λ
௨
͡
ͯ
ͷ
஍
Ҭ
ͷ
׆
ੑ
Խ
ʹ
޲
͚

ͨ
औ
Γ
૊
Έ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ỏ
Կ
͔
ߟ
͑
͸
Ố

近
隣
に
は
、
太
陽
が
丘
運
動
公
園
を

は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
整
備
、
充

実
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
合
体
育

館
や
中
央
公
園
を
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を

図
り
、
生
き
が
い
や
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
づ
く
り
で
、
地
域
の
活
性
化
を
進

め
て
い
る
。

新
た
な
施
設
の
整
備
に
よ
る
地
域
活

性
化
策
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
が
、

既
存
の
久
御
山
中
央
公
園
に
つ
い
て
は
、

町
の
中
心
的
な
公
園
と
し
て
機
能
充
実

を
図
り
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
よ
う

施
設
改
修
を
進
め
た
い
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

QQAA
ٱ
ޚ
ࢁ
த
ֶ
ߍ
ͷ
ֶ
ྗ
޲
্

ʹ
޲
͚
ͨ
ର
ࡦ
͸

ٱ
ޚ
ࢁ
ݕ
ఆ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
΍

ɹ
ɹֶ
श
ͷ
ख
Ҿ
͖
ͷ
഑
෍

QQAA
ε
ϙ
ồ
π
Λ
௨
͡
ͯ
ͷ
஍
Ҭ
ͷ

׆
ੑ
Խ
ʹ
޲
͚
ͨ
औ
Γ
૊
Έ
͸

ε
ϙ
ồ
π
ͷ
ڌ
఺
ࢪ
ઃ
ͱ
͠
て

த
ԝ
ެ
Ԃ
ͷ
ػ
ೳ
ॆ
࣮
Λ
ਤ
る

˙
Ұ
ൠ
࣭
໰ 

˙

দຊ　ٛ༟　議員

一括質問方式

ಓ෦݋ߍ中ֶࢁޚٱ

ߍ中ֶࢁޚٱ
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ެ
Ԃ
੔
උ
͸
ỏ
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
ਐ
Ί
ͯ

͖
ͨ
ͷ
͔
Ố

·
ͨ
ỏ
ٱ
ޚ
ࢁ
த
ԝ
ެ
Ԃ
ͷ
ࢪ
ઃ
౳

ͷ
վ
修
ܦ
ա
ͱ
ࢪ
ઃ
ͷ
؅
ཧ
ঢ়
گ
͸
Ố

個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整
備
や
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

中
央
公
園
内
の
施
設
の
改
修
経
過
は
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
施
設

の
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

管
理
状
況
は
、
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
施
設
管
理
に
努
め
て
い
る
。

਎
ۙ
Ͱ
҆
৺
͠
ͯ
ར
༻
Ͱ
͖
Δ
ެ
Ԃ

ʹ
޲
͚
ͯ
ỏ
ࠓ
ޙ
ỏ
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
վ
修

ͳ
Ͳ
Λ
ਐ
Ί
ͯ
͍
͘
ͷ
͔
Ố

ٱ
ޚ
ࢁ
த
ԝ
ެ
Ԃ
͸
ỏ
ٱ
ޚ
ࢁ
ொ
ͷ

ϥ
ϯ
υ
Ϛ
ー
Ϋ
ͱ
͠
ͯ
ظ
଴
Ͱ
͖
ỏ
ຊ

ொ
ͷ
Π
ϝ
ー
δ
Ξ
ỽ
ϓ
ʹ
΋
ͭ
ͳ
͕
Δ

ͷ
Ͱ
͸
ͳ
͍
͔
Ố

ࠓ
ޙ
ͷ
ެ
Ԃ
੔
උ
͸
ỏ
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ

ߟ
͑
ͯ
͍
Δ
ͷ
͔
Ố

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
改
修
整

備
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

中
央
公
園
は
、
供
用
開
始
以
降
、
施

設
の
整
備
や
改
修
、
遊
具
等
の
補
修
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

本
町
の
ふ
れ
あ
い
交
流
拠
点
と
な
る

公
園
と
し
て
整
備
を
推
進
し
、
皆
様
に

満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
。

ふ
る
さ
と
意
識
を
持
つ
こ
と
を
本
町
が

目
指
す
観
光
の
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
意
見
、
提
案
を

聞
く
中
で
、
久
御
山
流
の
観
光
を
着
実

に
進
め
て
い
き
た
い
。

ி
ࣷ
಺
ʹ
͓
͍
ͯ
΋
ỏ
·
ͪ
ʹ
Ѫ
ண

Λ
࣋
ͭ
ͨ
Ί
ͷ
ҙ
ࣝ
վ
ֵ
΋
ඞ
ཁ
Ͱ
͋

Δ
ͱ
ߟ
͑
Δ
͕
Ố

·
ͨ
స
ೖ
ऀ
ʹ
Ψ
Π
υ
Ϛ
ỽ
ϓ
Λ
഑

෍
͠
ͨ
Γ
͢
Δ
ͷ
΋
ỏ
;
Δ
͞
ͱ
ҙ
ࣝ

ͷ
ৢ㆘
㇟
ㆄ
㆛
ㆂ੒ʹ

ͭ
ͳ
͕
Δ
ͱ
ߟ
͑
Δ
͕
Ố

交
流
人
口
の
増
加
や
ま
ち
に
対
す
る

愛
着
の
意
識
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
も
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
産
業
課
の
み
な
ら
ず
全
庁
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
は
、
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
調
整
の
上
、

早
速
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

߈
Ί
ͷ
ࢪ
ࡦ
ͱ
͠
ͯ
ަ
ྲྀ
ଅ
ਐ
Ξ
Ϋ

γ
ἀ
ϯ
ϓ
ϥ
ϯ
͸
ࡦ
ఆ
͞
Ε
ͨ
ͱ
ײ
͡

ͯ
͍
Δ
Ố

ϓ
ϥ
ϯ
Λ
ݟ
ͯ
ײ
͡
ͨ
͜
ͱ
͸
ỏ
؍

ޫ
ʹ
஫
໨
͞
Ε
ͯ
͍
Δ
ͱ
͜
Ζ
ͩ
͕
ỏ

ຊ
ொ
͸
ܙ
·
Ε
ͨ
؍
ޫ
ε
ポ
ỽ
ト
͕
ͳ

͍
Ố஍

Ҭ
ॅ
ຽ
͕
·
ͪ
ͷ
ັ
ྗ
ʹ
վ
Ί
ͯ

ؾ
ͮ
͖
ỏ
Α
Γ
ڧ
͍
;
Δ
͞
ͱ
ҙ
ࣝ
Λ

࣋
ͭ
͜
ͱ
Λ
ຊ
ொ
͕
໨
ࢦ
͢
؍
ޫ
ͱ
͠

ͯ
͍
Δ
Ố

͞
·
͟
·
ͳ
ํ
໘
͔
Β
Ξ
ϐ
ー
ϧ
Λ

ฉ
͍
ͯ
औ
Γ
ೖ
Ε
Δ
࢓
૊
Έ
Λ
ͭ
͘
Ε

͹
ỏ
͞
Β
ʹ
ຊ
ொ
ͷ
Α
͞
Λ
Ҿ
͖
ग़
͢

͜
ͱ
͕
Ͱ
͖
Δ
ͷ
Ͱ
͸
Ố

観
光
産
業
の
確
立
を
目
指
す
も
の
で

は
な
い
。
地
域
住
民
が
、
ま
ち
の
魅
力

に
改
め
て
気
づ
く
こ
と
で
、
よ
り
強
い

QQAA
ެ
Ԃ
ࢪ
ઃ
ͷ
ॆ
࣮
͸

ར
༻
ऀ
ͷ
χ
ồ
ζ
に
͋
ỳ
ͨ

վ
म
੔
උ
Λ
ਐ
Ί
て
い
͘

QQAA
ަ
ྲྀ
ଅ
ਐ
Ξ
Ϋ
γ
ἀ
ϯ
ϓ
ϥ
ϯɾ

ٱ
ޚ
ࢁ
ྲྀ
ͷ
؍
ޫ
ͱ
͸

ॅ
ຽ
が
よ
Γ
ڧ
い
;
る
͞
ͱ
意
ࣝ

Λ
࣋
ͭ
こ
ͱ
Λ
؍
ޫ
ͱ
͠
て
い
る

˙
Ұ
ൠ
࣭
໰ 

˙

一括質問方式

৴و　ዳଠ　議員

中ԝެԂ野ٿ৔

౦一ޱͷࡩͷͭͲ͍

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

都
市
整
備
課
長

産
業
課
長

産
業
課
長

都
市
整
備
課
長
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ຊ
ொ
ʹ
͓
͍
ͯ
ỏ
Ҏ
લ
Α
Γ
ॅ
ډ
ͱ

͠
ͯ
ੜ
׆
͠
ͯ
͍
ͨ
஍
Ҭ
͕
ݱ
ࡏ
޻
ۀ

஍
۠
ͱ
ͳ
Γ
ỏ
ॅ
ډ
ͷ
प
ล
ʹ
ࣄ
ۀ
ॴ

΍
ࢿ
ࡐ
ஔ
͖
৔
͕
૿
͑
ͯ
͖
ͨ
Ố

͜
ͷ
Α
͏
ͳ
؀
ڥ
ͷ
ͳ
͔
ỏ
Ұ
෦
ॅ

ຽ
ͷ
ੜ
׆
ಓ
࿏
ʹ
ࣄ
ۀ
ॴ
ͷ
ࢿ
ࡐ
౳
͕

೔
ৗ
త
ʹ
͋
;
Ε
ỏ
·
ͨ
ಓ
࿏
Ͱ
࡞
ۀ

Λ
͞
Ε
ỏ
஍
Ҭ
ͷ
ॅ
ຽ
͕
҆
৺
͠
ͯ
ੜ

׆
Ͱ
͖
ͳ
͍
ঢ়
گ
ͩ
Ố

͜
ͷ
Α
͏
ͳ
ࣄ
ྫ
ʹ
ର
͠
ͯ
ỏ
ߦ
੓

ͱ
͠
ͯ
ঢ়
گ
Λ
Ͳ
͜
·
Ͱ
೺
Ѳ
͠
ͯ
͍

Δ
ͷ
͔
Ố

·
ͨ
ࢦ
ಋ
಺
༰
΍
ࢦ
ಋ
ঢ়
گ
ͱ
ର
ࡦ

͸
Ố

道
路
は
、
快
適
で
安
心
し
て
通
行
で

き
る
住
民
の
財
産
で
も
あ
る
と
と
も
に
、

緊
急
車
両
が
速
や
か
に
目
的
地
に
到
着

で
き
る
よ
う
に
、
常
に
良
好
な
状
態
に

保
つ
必
要
が
あ
る
。

指
摘
の
と
お
り
、
町
内
に
は
事
業
所

の
資
材
や
作
業
車
両
が
道
路
に
置
か
れ
、

歩
行
者
や
自
動
車
の
通
行
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

住
民
の
方
々
や
事
業
所
か
ら
の
通
報
、

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
、
道
路
の
不
適
切

な
利
用
が
見
ら
れ
た
場
合
、
現
場
を
確

認
す
る
中
、
そ
の
都
度
事
業
所
の
責
任

者
や
従
業
員
に
撤
去
す
る
よ
う
改
善
を

求
め
て
い
る
。

周
辺
環
境
の
面
か
ら
本
町
の
環
境
部

局
や
消
防
本
部
、
宇
治
警
察
署
と
連
携

を
図
り
、
合
同
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
。事

業
所
敷
地
内
の
資
材
が
周
辺
の
田

畑
に
飛
散
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
、
内
容
に
応
じ
て
、
関
連
課
と
警
察

に
も
協
力
を
得
て
、
発
生
原
因
者
に
対

し
、
資
材
の
適
正
保
管
や
飛
散
防
止
の

対
策
を
講
じ
る
よ
う
改
善
要
請
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
改
善
に
時
間
を
要
す
る
案
件

は
、
定
期
的
に
関
連
課
と
情
報
共
有
の

場
を
設
け
、
実
情
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
効
果
的
な
行
政
対
応
を
検
討
し
、

粘
り
強
く
改
善
要
請
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
騒
音
や
振
動
、
悪
臭
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
関

係
法
令
に
よ
り
、
改
善
指
導
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

今
後
も
苦
情
者
及
び
原
因
者
双
方
が

納
得
で
き
る
よ
う
、
苦
情
解
決
に
努
め

る
ࢦ。

ಋ
ʹ
ೖ
ỳ
ͨ
௚
ޙ
͸
ỏ
গ
͠
վ
ળ

͕
ݟ
Β
Ε
Δ
͕
ỏ
͠
͹
Β
͘
͢
Δ
ͱ
ỏ

·
ͨ
ಉ
͡
ঢ়
ଶ
ʹ
໭
Γ
ỏ
ࢦ
ಋ
ͷ
ޮ
Ռ

͕
ݱ
Ε
ͯ
͍
ͳ
͍
Ố

ॅ
ຽ
͕
҆
৺
͠
ͯ
฻
Β
ͤ
Δ
·
ͪ
ͮ

͘
Γ
ỏ
ॅ
Έ
Α
͍
·
ͪ
ٱ
ޚ
ࢁ
Λ
ͭ
͘

Δ
ͨ
Ί
ʹ
ߦ
੓
ͱ
͠
ͯ
ỏ
վ
ળ
ʹ
޲
͚

ͨ
ࢦ
ಋ
ͷ
ڧ
Խ
͕
ඞ
ཁ
Ố

Ͳ
ͷ
༷
ͳ
ର
Ԡ
Λ
͠
ͯ
ߦ
͘
ͷ
͔
Ố

住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
行
政
と
し
て
、

道
路
改
良
や
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

る
。ま

た
、
道
路
が
不
適
切
に
利
用
さ
れ

て
い
る
事
象
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
町

の
関
係
部
局
、
宇
治
警
察
署
に
お
い
て

指
導
を
お
こ
な
う
。

今
後
も
引
き
続
き
、
宇
治
警
察
署
や

京
都
府
な
ど
と
も
連
携
を
深
め
る
と
共

に
、
情
報
の
共
有
に
努
め
、
誰
も
が
快

適
で
安
心
し
て
通
行
出
来
る
よ
う
改
善

に
向
け
て
の
指
導
強
化
を
図
る
。

質　
問

質　
問

都
市
整
備
課
担
当
課
長

環
境
保
全
課
長

町　
長

QQAA
҆
શ
Ͱ
҆
৺
͠
ͯ
ੜ
׆

Ͱ
͖
Δ
؀
ڥ
ର
ࡦ
͸

վ
ળ
に
޲
͚
て
ͷ
指
導

ڧ
Խ
Λ
ਤ
る

˙
Ұ
ൠ
࣭
໰ 

˙

一括質問方式

ྛ　　٢Ұ　議員
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ຊ
ொ
ͷ
ਓ
ޱ
͸
ỏ
ͳ
ʹ
΋
͠
ͳ
͚
Ε

͹
ฏ
੒
37
೥
ʹ
͸
̍
ສ
̐
̌
̌
̌
ਓ
Λ

੾
Δ
ͱ
ͷ
༧
૝
ͩ
͕
ỏ
10
೥
ޙ
ͷ
ਓ
ޱ

ϑ
レ
ー
Ϝ
Λ
̎
̌
̌
̌
ਓ
૿
ͷ
̍
ສ
̒

̌
̌
̌
ਓ
ͱ
ఆ
Ί
ͨ
ࠜ
ڌ
͸
Ố

住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
を
定
め
、
２
０

０
０
人
増
を
目
指
し
た
い
。

ͦ
ͷ
৔
ॴ
͸
ỏ
೶
ۀ
Λ
͞
Ε
ͯ
͍
Δ

ํ
͕
ଟ
͘
ϋ
΢
ε
΋
ͨ
͘
͞
Μ
͋
Δ
ͷ

ʹ
ॅ
୐
։
ൃ
ͷ
࣮
ݱ
ੑ
͕
ߴ
͍
ͱ
ߟ
͑

ͯ
͍
Δ
ͷ
͔
Ố
ਓ
ޱ
͕
ݮ
Δ
͜
ͱ
ʹ

Α
ỳ
ͯ
ொ
ͷ
׆
ྗ
͕
ͳ
͘
ͳ
Δ
͜
ͱ
΁

ͷ
ة
ػ
ײ
͸
͋
Δ
ͷ
͔
Ố

た
や
す
く
で
き
る
と
い
う
認
識
は
な

い
。
今
後
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
が
ど
う

い
う
形
で
若
い
方
が
来
て
い
た
だ
く
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。

ٱ
ޚ
ࢁ
δ
Ỿ
ϯ
Ϋ
γ
ἀ
ϯ
๺
ଆ
͸
࢈

ۀ
׆
༻
ଅ
ਐ
Τ
Ϧ
Ξ
ʹ
ఆ
Ί
Β
Ε
ͯ
͍

Δ
͕
ỏ
ݱ
ࡏ
஍
ݖ
ऀ
ʹ
Α
ỳ
ͯ
։
ൃ
ͷ

ݕ
౼
Λ
͞
Ε
ͯ
͍
Δ
Ố

ொ
͸
஍
ݖ
ऀ
ͷ
શ
һ
ಉ
ҙ
͕
࠷
௿
ͷ

৚
݅
ͱ
ݴ
Θ
Ε
ͯ
͍
ͨ
͕
ỏ
ொ
ͷ
ڠ
ྗ

ʹ
େ
͖
ͳ
ظ
଴
Λ
͞
Ε
ͯ
͍
Δ
͕
Ố

全
員
の
同
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
多

く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
は
以
前
か

ら
言
っ
て
い
る
。
ま
だ
１
名
の
方
が
賛

同
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
本
当
に
全
体

の
事
業
を
進
め
て
行
く
の
に
ベ
ス
ト
で

は
な
い
が
ベ
タ
ー
な
の
か
を
協
議
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
か
と
思
っ
て
い
る
。

ୈ
̐
࣍
૯
߹
ܭ
ը
Ͱ
͸
ỏ
Ϋ
ϩ
ε
ϐ

ٱ
ޚ
ࢁ
ഉ
ਫ
ػ
৔
ͷ
ポ
ϯ
ϓ
૿
ઃ
Λ

࠷
ॏ
ཁ
՝
୊
ͱ
͠
ͯ
ࠃ
΍
ژ
౎
෎
ʹ
ཁ

๬
͠
ͯ
͍
Δ
͕
ỏ
໨
ඪ
೥
౓
͕
10
೥
ޙ

ͳ
ͷ
͸
ͳ
ͥ
͔
Ố

前
倒
し
で
達
成
す
る
こ
と
は
好
ま
し

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。

໳
઒
ژ
౎
ࢢ
௕
ͱ
؍
ޫ
΍
๷
ࡂ
ɾ
·

ͪ
ͮ
͘
Γ
ͳ
Ͳ
Ͱ
࿈
ܞ
Λ
ͱ
Δ
ͨ
Ί

ʹ
ỏ
会
ỳ
ͯ
ڠ
ٞ
͢
΂
͖
ͩ
ͱ
̍
೥
Ҏ

্
લ
ʹ
ࢦ
ఠ
͠
ͨ
͕
会
ஊ
͠
ͨ
ͷ
͔
Ố

門
川
京
都
市
長
と
正
式
に
お
会
い
し

て
話
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
話
す

機
会
が
あ
れ
ば
話
し
た
い
。

Ҏ
લ
͔
Β
ࢦ
ఠ
͠
ͯ
͍
Δ
͕
ỏ
ε

Ϛ
ー
ト
Π
ϯ
λ
ー
෇
͖
α
ー
Ϗ
ε
Τ
Ϧ

Ξ
ͷ
༠
க
Λ
ॻ
໘
Ͱ
ཁ
๬
͢
΂
͖
Ͱ
͸

ͳ
͍
͔
Ố

慎
重
に
確
か
め
な
が
ら
文
章
で
出
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Ξ
͘
Έ
΍
·
प
ล
Λ
࢈
ۀ
༠
ಋ
κ
ー
ϯ

ʹ
ఆ
Ί
ͯ
೐ㆫ
ㆍ
Θ
͍
ͷ
͋
Δ
ொ
Λ
໨
ࢦ
͠

ͨ
͕
ỏ
࣮
ݱ
Ͱ
͖
ͳ
͔
ỳ
ͨ
Ố
ொ
௕
͸
ỏ

σ
ϕ
ϩ
ỽ
ύ
ー
΍
Π
Φ
ϯ
ʹ
会
ỳ
ͯ
࿩

Λ
͢
Δ
ͱ
ݴ
Θ
Ε
ͯ
͍
ͨ
͕
ݱ
ঢ়
͸
Ố

ࠓ
ճ
͸
࢈
ۀ
ަ
ྲྀ
Τ
Ϧ
Ξ
ʹ
ఆ
Ί
ͯ

͍
Δ
͕
೐
Θ
͍
ͷ
૑
ग़
͕
Ͱ
͖
Δ
ͷ
͔
Ố

·
ͨ
ỏ
ࠃ
ಓ
̍
߸
ઢ
Α
Γ
੢
͕
10
೥
ޙ

΋
ͦ
ͷ
·
·
ͳ
ͷ
͸
ͳ
ͥ
ͳ
ͷ
͔
Ố

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
、
ま
ち
の
駅
ク
ロ

ス
ピ
ア
く
み
や
ま
で
の
賑
わ
い
を
行
政

と
し
て
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

１
号
線
よ
り
西
は
、従
前
た
る
農
業
・

集
落
ゾ
ー
ン
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

QQAA
ਓ
ޱ
ݮ
গ
ͷ
ة
ػ
ײ
͸

͋
Δ
ͷ
͔

ฏ
੒
37
೥
に
̎
̌
̌
̌
ਓ
૿
Λ

໨
指
͠
ͨ
い

˙
Ұ
ൠ
࣭
໰ 

˙

一問一౴方式

中Ҫ　ل޹　議員

೐Θ͍ͷͳ͍ΫϩεϐΞ͘み΍まपล

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

副
町
長
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ୈ
̑
࣍
૯
߹
ܭ
ը
Ͱ
ͷ
ਓ
ޱ
Ϗ
δ
ἀ

ϯ
ୡ
੒
ʹ
͸
ỏ
Α
Γ
ଟ
͘
ͷ
ਓ
͕
ߦ
͖

ަ
͏
·
ͪ
ͷ
೐ㆫ
ㆍ
Θ
͍
ͮ
͘
Γ
͕
Ұ
൪
ͱ

ࢥ
͏
͕
ỏ
ͦ
ͷ
۩
ମ
ࡦ
͸
Ố

定
住
者
の
増
加
、
特
に
若
者
の
定
住

に
向
け
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
住
宅
地
の

創
出
と
交
通
利
便
性
の
確
保
な
ど
基
盤

整
備
が
重
要
。

ま
た
昼
間
人
口
維
持
は
、
人
材
確

保
・
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
創
業

支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
企
画
を
関

係
機
関
と
連
携
し
推
進
す
る
。

ए
͍
ੈ
୅
ͷ
ॴ
ಘ
͕
௿
͘
ỏ
ޏ
༻
͕

ෆ
҆
ఆ
ͳ
ঢ়
گ
Ͱ
ͷ
ఆ
ॅ
Խ
΍
ொ
಺
ࣄ

ۀ
ऀ
ʹ
ର
͠
ͯ
ͷ
ࢪ
ࡦ
ʹ
ର
͠
ͯ
ࢥ
͍

੾
ỳ
ͨ
ϓ
ϥ
ϯ
͸
࣋
ỳ
ͯ
͍
Δ
͔
Ố

若
者
、
特
に
子
育
て
世
代
の
方
に
は
、

子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
負

担
軽
減
策
や
教
育
が
重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
商
工
会
や
関
係
機
関
の
連
携

し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
エ
ア
の
取
り
組

み
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み

や
企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
も
お
こ
な
う
。

Ϋ
ϩ
ε
ϐ
Ξ
͘
Έ
΍
·
Λ
ൃ
৴
ڌ
఺

ͱ
͠
ỏ
ί
ー
σ
ỹ
ω
ー
λ
ー
Λ
࣠
ʹ
ỏ

΋
ỳ
ͱ
େ
୾
ͳ
ொ
௕
ͷ
ߦ
ಈ
ỏ
ࢦ
ಋ
ྗ

Λ
ൃ
ش
͢
΂
͖
ͩ
͕
۩
ମ
త
ͳ
ϓ
ϥ
ϯ

͸
Ố地

方
創
生
に
係
る
加
速
化
交
付
金
の

活
用
な
ど
、
前
倒
し
予
算
を
実
施
し
取

り
組
ん
で
い
く
。

ͷ
ỳ
ͯ
͜
λ
Ϋ
γ
ー
΁
ͷ
Ҡ
ߦ
ʹ
ର

ࠓ
ճ
ͷ
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
՝
ͷ
։
ઃ
͸
ỏ

૭
ޱ
ʹ
དྷ
Β
Ε
Δ
ॅ
ຽ
α
ー
Ϗ
ε
ͷ
޲

্
ͱ
ߟ
͑
Δ
͕
ỏ
ொ
௕
ͷ
ࢥ
͍
͸

「
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲
げ
、
子

育
て
を
支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
。

母
子
保
健
関
係
や
保
育
所
・
幼
稚
園

の
機
能
を
子
育
て
支
援
課
に
集
約
し
、

妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期
、
青
少
年
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
顔
の
見
え
る
支
援
を

実
現
し
、
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
。

͠
ͯ
͸
ỏ
ॅ
ຽ
ͷ
੠
Λ
΋
ỳ
ͱ
ௌ
͖
ỏ

ொ
੓
ʹ
͍
͔
͠
ͯ
͍
͘
͜
ͱ
͕
؊
ཁ
ͱ

ࢥ
͏
͕
ỏ
༧
ࢉ
ࣥ
ߦ
ʹ
ࡍ
͠
ͯ
͸
Ͳ
ͷ

Α
͏
ʹ
ର
ॲ
͞
Ε
Δ
ͷ
͔
Ố

自
治
会
長
は
じ
め
各
団
体
と
の
懇
談

会
等
で
聞
い
た
が
、
今
後
は
住
民
討
論

会
な
ど
、
多
く
の
住
民
の
方
が
参
画
で

き
る
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

28
೥
౓
༧
ࢉ
ʹ
͸
ỏ
ͷ
ỳ
ͯ
͜
λ
Ϋ

γ
ー
ʹ
܎
Δ
༧
ࢉ
͠
͔
ͳ
͍
͕
ỏ
ެ
ڞ

ަ
௨
ॆ
࣮
΁
޲
͚
ͨ
۩
ମ
ࡦ
ỏ
ό
ε
ࣄ

ۀ
ऀ
΁
ͷ
ಇ
͖
͔
͚
ͳ
Ͳ
͸
ỏ
Ͳ
ͷ
Α

͏
ʹ
ਐ
Ί
ͯ
͍
Δ
ͷ
͔
Ố

·
ͨ
ỏ
ό
ε
࿏
ઢ
ॆ
࣮
ʹ
͸
ỏ
ۙ
ྡ

ࢢ
ொ
ଜ
ͱ
ͷ
࿈
ܞ
͕
ඞ
ཁ
ͱ
ࢥ
͏
͕
ỏ

۩
ମ
త
ͳ
ߟ
͑
͸
Ố

引
き
続
き
事
業
者
へ
の
要
請
と
協
議

を
お
こ
な
う
。
３
月
に
は
大
久
保
駅
か

ら
中
書
島
駅
路
線
の
増
便
が
実
現
す
る
。

長
岡
京
か
ら
淀
路
線
の
町
内
へ
の
延

長
な
ど
、
京
都
府
へ
の
要
望
、
ま
た
周

辺
自
治
体
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

都
市
整
備
課
長

QQAA
ୈ
ޒ
࣍
૯
߹
ܭ
ը
ủ
ொ
ͷ
೐
Θ

͍
ͮ
͘
Γ
Ứ
ͷ
۩
ମ
త
ࢪ
ࡦ
͸

ॅ
؀
ڥ
ͷ
ج
൫
੔
උ
ͱ
ا
ۀ

׆
ಈ
ࢧ
ԉ
ͷ
ॆ
࣮
Λ
ਤ
る

QQAA
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
՝
ͷ
։
ઃ

ҙ
ٛ
͸

૭
ޱ
ͷ
ϫ
ϯ
ε
τ
ỽ
ϓ
Ͱ
ॅ
ຽ

α
ồ
Ϗ
ε
ͷ
޲
্
が
ਤ
れ
る

˙
Ұ
ൠ
࣭
໰ 

˙

一問一౴方式

দඌ　　ݑ　議員

Θ͔Γ΍す͘ͳͬͨ૭ޱ
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ͷ
ỳ
ͯ
͜
λ
Ϋ
γ
ー
ͷ
ར
༻
ऀ
ͷ
೥

ྸ
΍
ੑ
ผ
ỏ
৐
߱
৔
ॴ
͸
Ố
·
ͨ
ỏ
Ξ

ϯ
έ
ー
ト
ͷ
಺
༰
ͱ
࣌
ظ
ỏ
ར
༻
ྉ
ۚ

ͷ
ิ
ॿ
Ố
௨
ۈ
ɾ
௨
ֶ
΍
֎
ग़
࣌
ͷ
Ҡ

ಈ
ٴ
ͼ
ே
༦
ͷ
ӡ
ߦ
࣌
ؒ
ͷ
ॆ
࣮
ͱ
ཎ

Ӻ
·
Ͱ
ͷ
ަ
௨
ͷ
֬
อ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ฉ
͘
Ố

利
用
者
は
、
�0
代
、
�0
代
が
７
割
弱

を
占
め
て
い
る
。
性
別
で
は
男
性
が
３

割
で
、
女
性
が
７
割
で
あ
る
。
乗
車
、

降
車
と
も
１
位
が
ク
ロ
ス
ピ
ア
で
、
２

位
は
坊
之
池
で
あ
る
。
３
位
の
乗
車
停

留
所
は
前
川
橋
で
、
降
車
停
留
所
は
荒

見
苑
前
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
、
登
録
の
状
況
、

利
用
の
頻
度
、
利
用
の
目
的
な
ど
に
つ

い
て
、
広
報
誌
の
３
月
��
日
号
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
は
さ
み
こ
み
、
運
行
時

間
や
停
留
所
、
運
賃
な
ど
、
調
査
結
果

を
今
後
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
バ
ス
カ
ー
ド
購
入
助
成
制
度

は
現
行
の
ま
ま
、
タ
ク
シ
ー
回
数
券
を

組
み
込
む
予
定
で
あ
る
。

運
行
時
間
の
延
長
は
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
に
と
っ
て
、
朝
夕
の
需
要
の
多
い

時
間
帯
で
あ
り
、
増
車
と
増
員
が
必
要

に
な
る
な
ど
、
現
時
点
で
は
大
変
難
し
い
。

淀
駅
ま
で
の
運
行
は
既
存
の
バ
ス
路

線
に
影
響
す
る
。
基
本
は
路
線
バ
ス
を

乗
り
継
い
で
町
外
に
行
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
で
町
外
ま
で
伸

ば
す
と
路
線
バ
ス
の
利
用
離
れ
が
起
こ

り
、
本
数
が
減
る
な
ど
利
用
者
に
は
不

利
益
に
な
る
の
で
慎
重
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
。

�

ࢲ
͸
ٱ
ޚ
ࢁ
ொ
ʹ
ݟ
ࣺ
ͯ
Β
Ε
ͨ
ỏ

ͷ
ỳ
ͯ
͜
λ
Ϋ
γ
ー
͕
ߴ
͢
͗
ͯ
֎
ग़

͕
ݮ
ỳ
ͨ
ͳ
Ͳ
ỏ
ෆ
ศ
ͷ
ղ
ফ
ỏ
ߴ
ྸ

ऀ
ͷ
֎
ग़
ࢧ
ԉ
ͱ
͸
ٯ
ͷ
੠
͕
͋
Δ
Ố

·
ͨ
஍
Ҭ
ެ
ڞ
ަ
௨
ͷ
ω
ỽ
ト
ϫ
ー

Ϋ
ܗ
੒
ͷ
ਪ
ਐ
͸
ỏ
ॅ
ຽ
ͱ
Γ
Θ
͚
ߴ

ྸ
ऀ
౳
ʹ
ͱ
ỳ
ͯ
ྑ
͍
ର
ࡦ
ͳ
ͷ
͔
Ố

利
用
者
は
、
�0
代
、
�0
代
が
多
く
乗

降
箇
所
も
公
共
施
設
間
を
移
動
さ
れ
て

い
る
。
基
本
、
最
低
限
の
三
原
則
の
部

分
に
関
し
て
は
利
用
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
は
、
充
実
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
利
便
性
の
向
上
と
思
っ
て

い
る
。
乗
降
所
の
移
動
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
く
。

Լ
௡
԰
஍
಺
ʹ
͔
͔
Θ
Β
ͣ
ỏ
௨
ֶ

࣌
ؒ
ଳ
Ͱ
΋
৵
ೖ
ې
ࢭ
࣌
ؒ
ଳ
ʹ
ं
ͷ

৵
ೖ
͕
͋
Γ
ỏ
ࢠ
Ͳ
΋
ͷ
҆
શ
ͳ
௨
ֶ

Λ
อ
ো
͢
Δ
ͨ
Ί
ͷ
ର
ࡦ
͕
ඞ
ཁ
Ố

จ
ࣈ
͕
ബ
͘
ͳ
ỳ
ͨ
ܒ
ൃ
؃
൘
ͷ
Ԛ

Ε
౳
Ͱ
ỏ
҆
৺
҆
શ
͕
อ
ো
͞
Ε
ͯ
͍

ͳ
͍
͕
ỏ
ର
ࡦ
͸
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
͠
ͯ
͍

Δ
ͷ
͔
Ố

ࣄ
ނ
ଟ
ൃ
Օ
ॴ
ͷ
ࠓ
·
Ͱ
ͷ
ର
ࡦ
ͱ

ࠓ
ޙ
͸
Ố

従
来
か
ら
、
時
間
規
制
の
区
間
に
侵

入
す
る
車
両
に
つ
い
て
、
警
察
が
注

意
・
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

登
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
通
学

路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
今
後
も
宇
治

警
察
や
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
連
携

し
て
啓
発
看
板
の
設
置
や
、
さ
ら
な
る

注
意
・
指
導
、
取
り
締
ま
り
を
要
請
し

て
い
く
。

危
険
個
所
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
住
民

の
連
絡
に
よ
り
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
交
換

や
修
理
を
お
こ
な
っ
た
。

道
路
標
識
等
は
、
宇
治
署
を
通
じ
て

公
安
委
員
会
に
交
換
な
ど
を
依
頼
し
た
。

QQAA
Ξ
ϯ
έ
ồ
τ
࣮
ࢪ
ͷ

಺
༰
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ௐ
ࠪ
݁
Ռ
Λ
ࠓ
ޙ
に

い
͔
͠
て
い
͖
ͨ
い

QQAA
ಓ
࿏
ͷ
҆
શ
ର
ࡦ
ỏ࣌
ؒ
ن
੍

ͷ
৵
ೖ
ͷ
ة
ݥ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

宇
治
署
に
よ
る
注
意
、

指
導
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

˙
Ұ
ൠ
࣭
໰ 

˙

一括質問方式

中野ますみ　議員

質　
問

質　
問

質　
問

都
市
整
備
課
長

町　
長

都
市
整
備
担
当
課
長

ͷͬͯ͜λΫγー
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ഡ
ਤ
ॻ
ؗ
ӡ
Ӧ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ߴ
ྸ
ऀ
෱
ࢱ
ͷ
औ
Γ
૊
Έ
ʹ
ͭ
͍

ಡॻ௨ாͱΧーυ

໌࿨͜Ͳ΋Ԃͷશܠ

萩
市
は
、
平
成
�3
年
３
月
に
新
萩
図

書
館
が
児
童
館
と
の
複
合
施
設
と
し
て

開
館
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
み
ん
な
の
図
書
館
と

の
協
働
運
営
を
さ
れ
、
入
館
者
数
も
１

０
０
万
人
を
超
え
て
い
る
。

特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民

参
加
の
運
営
、
全
国
に
先
駆
け
た
サ
ー

ビ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の

運
営
、
共
同
出
版
事
業
が
あ
る
。
そ
の

中
で
読
書
普
及
活
動
推
進
の
一
助
と
し

て
読
書
通
帳
機
を
導
入
さ
れ
、
中
学
生

以
下
を
無
料
、
高
校
生
以
上
を
３
０
０

円
と
し
、
郊
外
の
住
民
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
読
書
通
帳
を
発
行
し
て
い
る
。

東
広
島
市
は
、高
齢
化
率
が
��
・７
％
。

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
数
は
４
３
６
９

人
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
家
族
介
護
支
援
事
業
を
実

施
し
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
へ
助

成
し
、
介
護
教
室
で
は
交
流
の
要
素
を

加
え
て
い
る
。

来
年
度
は
�0
回
に
回
数
を
増
や
し
、

安
心
し
て
在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る
よ

う
排
泄
ケ
ア
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

認
知
症
地
域
支
援
で
は
、
認
知
症
の

人
の
生
活
を
支
え
る
関
係
者
の
連
携
支

援
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
認
知
症

ケ
ア
パ
ス
の
作
成
・
普
及
、
啓
発
や
研

修
等
を
通
じ
た
認
知
症
対
応
力
の
向
上

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

औΓ૊みʹ͍ͭͯઆ໌Λड͚Δʢഡਤॻؗʣ

՝
୊
͸
ଟ
༷
ͳ
ۈ
຿
ͱ
৬
һ
഑
ஔ

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
認
可
の

町
立
明
和
こ
ど
も
園
は
、
利
用
定
員
が

３
６
０
人
（
幼
稚
園
児
２
０
０
人
、
保

育
園
児
１
６
０
人
）。
職
員
数
は
、
��

人
（
園
長
１
人
、
保
育
教
諭
は
非
正
規

雇
用
も
含
め
�3
人
、
給
食
２
人
他
）
で
、

敷
地
面
積
は
９
９
１
７
㎡
。

保
育
室
��
室
の
ほ
か
乳
児
室
や
遊
戯

室
や
子
育
て
支
援
室
）。
ま
た
、
屋
外

遊
戯
場
は
、
約
２
４
９
８
㎡
で
あ
る
。

課
題
は
、
多
様
な
勤
務
形
態
と
職
員

の
配
置
、
職
員
の
確
保
、
職
員
の
共
通

理
解
と
連
絡
の
徹
底
、
会
議
時
間
の
確

保
な
ど
で
あ
る
。

̟
̧
Ӻ
ͷ
ར
༻
ঢ়
گ
΋
ௐ
ࠪ

吉
岡
町
に
は
、
鉄
道
駅
が
な
く
。
自

家
用
車
保
有
人
口
は
全
国
１
位
。

視
察
で
は
、
公
共
交
通
の
取
り
組
み

内
容
や
実
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

吉
岡
町
は
平
成
�3
年
に
「
第
５
次
総

合
計
画
」
を
策
定
し
、
Ｊ
Ｒ
上
越
線
新

駅
設
置
の
検
討
や
利
用
し
や
す
い
バ
ス

路
線
な
ど
を
位
置
付
け
て
い
る
。

平
成
��
年
度
に
は
群
馬
大
学
と
連
携

し
て
、
交
通
行
動
実
態
調
査
・
Ｊ
Ｒ
上

越
線
群
馬
総
社
駅
・
八
木
原
駅
の
利
用

状
況
調
査
を
お
こ
な
い
、
平
成
��
年
度

に
は
、
グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実

験
を
実
施
し
た
。

平
成
��
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
踏
ま
え
、「
吉
岡
町
公
共
交
通
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
た
。

主
な
内
容
は
、
①
公
共
交
通
利
用
の

現
状
・
課
題
の
整
理
②
新
駅
設
置
の
検

討
③
公
共
交
通
の
方
向
性
・
事
業
の
検

討
④
目
標
と
基
本
方
針
、
具
体
的
施
策

の
設
定
を
す
る
と
し
た
。

萩は
ぎ

市し

（
山
口
県
）

明め
い

和わ

町ま
ち

（
群
馬
県
）

東ひ
が
し

広ひ
ろ

島し
ま

市し

（
広
島
県
）

吉よ
し

岡お
か

町ま
ち

（
群
馬
県
）

ެ
໌
ౘ
ٞ
һ
ஂ
視
察
報
告

（
̍
月
ù5
日
〜
ù6
日
）

会
派
研
修
レ
ポ
ー
ト
ᶃ

日
ຊ
ڞ
࢈
ౘ
ٞ
һ
ஂ
視
察
報
告

（
̍
月
ù5
日
〜
ù6
日
）

会
派
研
修
レ
ポ
ー
ト
ᶄ
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都
市
に
住
む
人
々
が
地
域
に
滞
在
し
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
方
々
と

の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
廃

校
と
な
っ
た
水
源
中
学
校
の
校
舎
を
増

改
築
し
、
新
た
な
交
流
施
設
と
し
て
、

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館
が
誕
生

し
た
。
自
然
の
中
で
の
遊
び
や
体
験
を

通
じ
て
農
山
村
の
豊
か
さ
を
実
感
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
開
設
さ
れ
た
。

他
に
も
、
廃
校
を
利
用
し
た
酒
造
り
、

行
政
改
革
で
は
市
長
直
轄
部
署
の
取
り

組
み
。
公
共
交
通
で
は
巡
回
バ
ス
・
あ

い
の
り
タ
ク
シ
ー
・
観
光
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
、
物
産
館
・
道
の
駅
・
空
き
家

対
策
で
は
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
、
コ
ッ

コ
フ
ァ
ー
ム
、
道
の
駅
・
旭
志
、
菊
池

神
社
歴
史
資
料
館
、
古
民
家
自
然
食
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
視
察
し
た
。

େ
௡
·
ͪ
͓
͜
͠
େ
ֶ

大
津
ま
ち
お
こ
し
大
学
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
人
材
育
成
な
ど
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
「
人
づ
く
り
ま
ち
づ
く
り
事

業
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
た
く

さ
ん
の
仲
間
と
出
会
い
、
交
流
を
し
な

が
ら
大
津
大
好
き
人
間
を
つ
く
る
た
め

の
新
た
な
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

理
念
と
し
て
、「
次
世
代
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
人
材
」
や
「
ま
ち
づ
く
り

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
」
な
ど
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
づ
く
り
団
体
と
の
交
流
と
支

援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

他
に
も
、
地
域
通
貨
（
水す

い

水す
い

）、
物

産
館
・
道
の
駅
・
総
合
施
設
で
は
道
の

駅
・
大
津
、
肥
後
お
お
づ
ス
ポ
ー
ツ
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
を
視
察
を
し

た
。

εϙーπίϯϕϯγϣϯࢪઃ

Λௐ੔すΔਫ໳ྲྀٯ
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ࡦ

兵
庫
県
西
播
磨
県
民
局
光
都
土
地
改

良
セ
ン
タ
ー
と
赤
穂
市
周す

世せ

を
訪
れ
た
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、
水
田
の
雨
水
貯
留

機
能
を
活
か
し
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨

の
減
災
を
図
る
も
の
で
、
水
田
の
排
水

口
を
せ
き
板
で
小
さ
く
す
る
こ
と
で
、

急
な
増
水
時
に
水
田
に
雨
水
を
溜た

め
、

短
時
間
に
大
量
の
水
が
河
川
へ
流
れ
込

む
の
を
防
ぐ
仕
組
み
で
あ
る
。

概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
田
ん
ぼ
ダ

ム
が
設
置
さ
れ
る
赤
穂
市
周
世
地
区
に

移
動
し
、
現
地
を
視
察
し
た
。

矢
掛
町
で
は
、
総
合
運
動
公
園
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
施
設
と
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
視
察
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

矢
掛
町
総
合
運
動
公
園
は
、
平
成
��

年
３
月
に
総
合
運
動
施
設
と
し
て
、
全

国
初
と
な
る
オ
ー
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導

入
し
た
。
周
辺
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
で
、
町
民
だ
け
で

な
く
近
隣
の
人
も
多
目
的
に
利
用
で
き

る
都
市
公
園
で
あ
る
。

ま
た
、
町
の
認
定
を
受
け
た
特
産
品

を
矢
掛
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
協
議
会
を
設
立
し
、

町
外
の
特
産
品
フ
ェ
ア
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
、

販
売
を
促
進

し
た
り
、
ブ

ラ
ン
ド
品
を
、

ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品

と
し
て
活
用

す
る
よ
う
町

に
働
き
か
け

て
い
る
。

菊き
く

池ち

市し

（
熊
本
県
）

赤あ

穂こ
う

市し

（
兵
庫
県
）

大お
お

津づ

町ま
ち

（
熊
本
県
）

矢や

掛か
げ

町ち
ょ
う（

岡
山
県
）

ਗ਼
෩
ձ
視
察
報
告

（
２
月
̐
日
〜
̑
日
）

会
派
研
修
レ
ポ
ー
ト
③

く
み
や
ま 

み
ら
い
視
察
報
告

（
２
月
15
日
〜
16
日
）

会
派
研
修
レ
ポ
ー
ト
ᶆ



͘み΍ま　議ձͩΑΓ　/P�1�2ʢ2�ʣ

委
員
長　

巽　
　

悦
子

副
委
員
長　

信
貴　

惠
太

委　
　

員　

松
尾　
　

憲

委　
　

員　

田
口　

浩
嗣

委　
　

員　

中　
　

大
介

委　
　

員　

戸
川　

和
子

委　
　

員　

塚
本
五
三
藏

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
（
議
長
）　

島　
　

宏
樹

ฤ

ޙ
ू

ه

〈
広
報
広
聴
委
員
会
〉

若
葉
の
に
お
い
が
、
満
ち
あ
ふ

れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
、
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
執
行
さ
れ
ま
し
た

町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
は
や
１

年
が
た
ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
新
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、
初
当
選
さ
れ
た
５

名
の
議
員
に
大
い
に
語
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
時
は
５
月
７
日
で
、
場
所
は
、

ゆ
う
ホ
︱
ル
で
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
傍
聴
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

視
察
報
告

視
察
報
告

委
員
会

委
員
会

ٞ
ձ
ӡ
Ӧ

ɹ

 

ҕ
һ
ձ

◆
芽め

室む
ろ

町ち
ょ
うớ

๺
ւ
ಓ
Ờ 

̍
݄
19
೔

通
年
議
会
と
議
会
活
性
化

　

芽
室
町
議
会
で
は
、
議
会
の
委
員
会

活
動
や
議
員
活
動
を
機
動
的
に
お
こ
な

え
る
よ
う
会
期
を
１
年
に
１
回
（
５
月

１
日
か
ら
翌
年
４
月
30
日
ま
で
）
と
す

る
通
年
議
会
制
度
を
平
成
��
年
４
月
か

ら
導
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
民
�0
人
に
議
会
モ
ニ
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
い
、
議
会
運
営
や
議
会

広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
し
、
提

言
や
提
案
で
町
民
参
加
に
よ
る
議
会
改

革
及
び
活
性
化
を
推
進
す
る
「
議
会
モ

ニ
タ
ー
制
」
も
導
入
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
地
方
自
治
を
研
究
し
て

い
る
大
学
教
授
や
研
究
員
７
人
に
よ
る

「
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
」
を
活
用
し
、

議
会
運
営
や
政
策
形
成
な
ど
に
関
し
て
、

多
角
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、

研
修
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
議

会
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
行
政

の
活
動
を
継
続
的
に
監
視
し
、
町
民
の

福
祉
の
充
実
や
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

町
議
会
の
会
派
等
に
つ
い
て
、
ご

紹
介
し
ま
す
。（
４
月
��
日
現
在
）

公
明
党
議
員
団　
　

◎
戸
川　

和
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田　

芳
一

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

◎
巽　
　

悦
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
ま
す
み

緑
風
会　
　
　
　
　

◎
塚
本
五
三
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
貴　

惠
太

清
風
会　
　
　
　
　

◎
中
井　

孝
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
口　

浩
嗣

く
み
や
ま
み
ら
い　
◎
内
田　

孝
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　
　

宏
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　
　

大
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

吉
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
裕

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾　
　

憲

＊
◎
印
は
代
表
者
。

＊
届
出
順
（
平
成
��
年
５
月
７
日
現

在
）

＊
会
派
と
は
︙
議
会
内
に
結
成
さ
れ

た
主
義
主
張
を
同
じ
く
す
る
議
員
の

集
合
体
を
い
い
ま
す
。

　

町
議
会
で
は
、
複
数
（
２
人
以
上
）

の
人
的
構
成
を
要
件
に
、
会
派
と
し

て
認
め
て
い
ま
す
。

௨೥議ձͷઆ໌Λड͚Δҕ員
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音
楽
の
甲
子
園―

武
道
館
ラ
イ
ブ
を

音
楽
の
甲
子
園―

武
道
館
ラ
イ
ブ
を
村
山
慎
吾
さ
ん

Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ

ダ
ン
ス・ポ
ッ
プ・ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
バ
ン
ド

（
佐
山
出
身
）

このまち
このひと
No.11

表
紙
の
「
く
み
や
ま
」
を
書
い

た
の
は
内
田
悠ゆ

月づ
き
さ
ん
で
す
。

御牧小学校２年生
内田悠月さん

が
、
今
多
く
の
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て

い
ま
す
。

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
て
七
年
。
全

国
を
ラ
イ
ブ
で
ま
わ
り
、
多
く
の
人
と

の
出
会
い
で
生
き
方
を
学
ん
だ
村
山
さ

ん
の
、
普
通
の
言
葉
︱
彼
の
生
き
様
の

歌
詞
が
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。

甲
子
園
の
夢
の
挫
折
か
ら

久
御
山
中
学
校
で
野
球
選
手
と
し
て

活
躍
。

京
都
成
章
高
校
一
年
の
夏
、
憧
れ
の

甲
子
園
に
出
場
、
将
来
を
期
待
さ
れ
る

も
肩
の
故
障
で
断
念
。

野
球
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
人

の
責
任
に
し
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

友
人
に
誘
わ
れ
た
ラ
イ
ブ
会
場
で
、
音

楽
と
運
命
的
な
出
会
い
、
悔
し
さ
を
跳

ね
返
し
て
、
思
い
を
遂
げ
た
い
と
ド
ラ

ム
を
た
た
き
続
け
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
の
感
謝
の
心

ラ
イ
ブ
活
動
で
全
国
を
旅
す
る
こ
と

〝
嬉
し
い
時
笑
え
ま
す
か
？
悲
し
い

時
泣
い
て
い
ま
す
か
？
大
切
な
も
の
は

あ
り
ま
す
か
？
君
は
そ
こ
に
い
ま
す

か
？つ

ら
い
時
ほ
ど
助
け
合
う
事
こ
れ
か

ら
先
に
何
が
あ
っ
て
も
負
け
な
い
よ
う

に
僕
ら
手
を
と
り
ず
っ
と
︙
〟

週
末
の
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
に
登

場
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　

Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
村

山
慎
吾
さ
ん
の
作
詞
「
ひ
と
り
じ
ゃ
な

い
」
の
歌
詞
で
す
。

東
北
の
惨
状
に
想
い
を
込
め
た
楽
曲

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
に

　
全
国
か
ら
フ
ァ
ン
が
集
ま
る

で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
や
お

話
を
聞
く
こ
と
が
、
今
の
自
分
の
生
き

方
を
拓ひ

ら

い
て
く
れ
て
い
る
、
と
語
る
村

山
さ
ん
。

ダ
メ
な
僕
で
も
頑
張
っ
た
ら
輝
く
か

も
信
念
を
持
て
ば
夢
は
か
な
う
。
そ
れ

が
彼
の
楽
曲
に
生
き
て
「
ひ
と
り
じ
ゃ

な
い
」「
君
に
贈
る
詩
」「
あ
り
が
と
う
」

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
贈
り
出
し
て
い
ま
す
。

く
み
や
ま
の
魅
力

　
　
く
み
や
ま
の
Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ

一
言
で
「
の
ど
か
」
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
特
に
感
じ
な
い
が
、
僕
ら
が
作

り
出
す
、「
Ｄ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
の
く
み
や
ま
」

で
全
国
へ
発
信
し
た
い
と
、
地
元
で
の

活
動
を
軸
に
、
夢
は
紅
白
出
場
と
武
道

館
ラ
イ
ブ
。
優
し
い
眼
で
語
る
村
山
慎

吾
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
り

ま
す
。　

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

４
月
に
２
年
生
に
な
っ
た
内
田

悠
月
さ
ん
で
す
。

学
校
で
は
、
休
み
時
間
に
友
達

と
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
い
ま

す
。
給
食
で
好
き
な
も
の
は
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
で
す
。「
ど
こ
よ
り

も
お
い
し
い
」
と
太
鼓
判
！

「
夢
は
空
手
の
選
手
」
で
す
。

テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
、
格
好
良

か
っ
た
か
ら
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
ハ
キ
ハ
キ

と
答
え
、
笑
顔
も
ス
テ
キ
で
し
た
。




